
JP 2017-47967 A 2017.3.9

10

(57)【要約】
【課題】側面に切目線が形成された包装箱において、被
収納物を収納した状態の包装箱を落下させた場合でも該
切目線の破断を防ぐことができる包装箱を提供する。
【解決手段】正面部１０において、正面部１０の底面部
５０側で左側面部２０側の角部を含む領域である角部領
域ＫＲ１１に正面部１０の底面部５０側の辺部１０ｄの
方向に対して傾斜した罫線Ｃ１１が形成されるとともに
、正面部１０の底面部５０側で右側面部３０側の角部を
含む領域である角部領域ＫＲ１２に正面部１０の辺部１
０ｄの方向に対して傾斜した罫線Ｃ１２が形成され、切
目線Ｋ１２が、罫線Ｃ１１を挟んで角部領域ＫＲ１１に
おける角部とは反対側に形成されるとともに、罫線Ｃ１
２を挟んで角部領域ＫＲ１２における角部とは反対側に
形成されている。
【選択図】図１０
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
底面部（５０）と、底面部の各辺から立設し底面部に対して略直角をなすスリーブ状部で
、少なくとも３つ以上の側面部（１０、２０、３０、４０）を有するスリーブ状部（５）
と、スリーブ状部の上端から連設された蓋部（１２０、１３０）とを有する包装箱であっ
て、
　スリーブ状部における少なくとも１つの側面部である特定側面部において、特定側面部
の底面部側の角部を含む領域である角部領域（ＫＲ１１、ＫＲ１２）に、特定側面部の底
面部側の辺部の方向に対して傾斜した折曲げ用の罫線（Ｃ１１、Ｃ１２）が形成され、
　該罫線は、特定側面部において角部を形成する２つの辺部で、底面部側の辺部である第
１辺部と該特定側面部と隣接する他の側面部側の辺部である第２辺部において、第１辺部
の一方の端部から他方の端部までの途中位置である第１途中位置（Ｐ１１、Ｐ１２）と、
第２辺部の一方の端部から他方の端部までの途中位置である第２途中位置（Ｑ１１、Ｑ１
２）の間の位置に、第１途中位置と第２途中位置を結ぶ方向に形成され、
　特定側面部には切目線（Ｋ１２）が設けられ、該罫線が形成された角部領域における角
部と該切目線とは、該罫線を挟んで互いに反対側に形成されていることを特徴とする包装
箱。
【請求項２】
罫線が、特定側面部における底面部側の角部で、特定側面部と隣接する一方の側面部であ
る第１隣接側面部（２０）側の角部を含む角部領域（ＫＲ１１）と、特定側面部と隣接す
る他方の側面部である第２隣接側面部（３０）側の角部を含む角部領域（ＫＲ１２）のそ
れぞれに形成されていることを特徴とする請求項１に記載の包装箱。
【請求項３】
切目線における罫線と対向した部分（Ｋ１２ｄ－２、Ｋ１２ｄ－３）は、横方向において
、第２辺部側にいくに従い、特定側面部の底面部側の辺部からの距離が長くなるように形
成されていることを特徴とする請求項１又は２に記載の包装箱。
【請求項４】
切目線が、特定側面部内に周状に形成され、
　切目線において底面部側に形成された底面部側切目線（Ｋ１２ｄ）が、
　横方向に形成された底面部側第１切目線（Ｋ１２ｄ－１）と、
　第１切目線の第１隣接側面部側の端部から形成され、第１隣接側面部側にいくに従い、
特定側面部の底面部側の辺部からの距離が長くなるように形成された底面部側第２切目線
（Ｋ１２ｄ－２）と、
　第１切目線の第２隣接側面部側の端部から形成され、第２隣接側面部側にいくに従い、
特定側面部の底面部側の辺部からの距離が長くなるように形成された底面部側第３切目線
（Ｋ１２ｄ－３）と、を有することを特徴とする請求項２に記載の包装箱。
【請求項５】
第２切目線と第３切目線とは直線状に形成されていることを特徴とする請求項４に記載の
包装箱。
【請求項６】
切目線が、
　第２切目線の第１切目線とは反対側の端部から連設され、特定側面部の第１隣接側面部
側の辺部と略平行に形成された第１隣接側面部側切目線（Ｋ１２ｂ）と、
　第３切目線の第１切目線とは反対側の端部から連設され、特定側面部の第２隣接側面部
側の辺部と略平行に形成された第２隣接側面部側切目線（Ｋ１２ｃ）と、
　第１隣接側面部側切目線の第２切目線とは反対側の端部と第２隣接側面部側切目線の第
３切目線とは反対側の端部間に形成された上側切目線（Ｋ１２ａ）と、を有することを特
徴とする請求項４又は５に記載の包装箱。
【請求項７】
１つの角部領域において、角部領域における角部から第１途中位置までの長さと、角部領
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域における角部から第２途中位置までの長さとが略同一であることを特徴とする請求項１
又は２又は３又は４又は５又は６に記載の包装箱。
【請求項８】
切目線が、罫線と平行で、罫線を挟んで該罫線が形成された角部領域の角部と反対側の仮
想線（Ｊ１１、Ｊ１２）よりも該角部と反対側に形成され、
　該仮想線は、該仮想線と平行な該罫線とは、第１途中位置を通り第２辺部と平行な仮想
線と第２途中位置を通り第１辺部と平行な仮想線の交点（Ｗ１１ａ、Ｗ１２ａ）から罫線
までの長さの半分の長さを介して離れていることを特徴とする請求項１又は２又は３又は
４又は５又は６又は７に記載の包装箱。
【請求項９】
スリーブ状部において、特定側面部と隣接する他の側面部における底面側で特定側面部側
の角部を含む領域である角部領域は、罫線が形成されていない罫線未形成領域であり、
　底面部における特定側面部側の角部を含む領域である角部領域は、罫線が形成されてな
い罫線未形成領域であることを特徴とする請求項１又は２又は３又は４又は５又は６又は
７又は８に記載の包装箱。
【請求項１０】
罫線が特定側面部における内側の面に形成されていることを特徴とする請求項１又は２又
は３又は４又は５又は６又は７又は８又は９に記載の包装箱。
【請求項１１】
底面部（５０）と、底面部の各辺から立設し底面部に対して略直角をなすスリーブ状部で
、４つの側面部（１０、２０、３０、４０）を有するスリーブ状部（５）と、スリーブ状
部の上端から連設された蓋部（１２０、１３０）とを有する包装箱であって、
　４つの側面部における１つである正面部において、正面部の底面部側で正面部に隣接す
る側面部である左側面部（２０）側の角部である第１角部を含む領域である第１角部領域
（ＫＲ１１）に正面部の底面部側の辺部の方向に対して傾斜した折曲げ用の第１罫線（Ｃ
１１）が形成されるとともに、正面部の底面部側で正面部に隣接する側面部である右側面
部（３０）側の角部である第２角部を含む領域である第２角部領域（ＫＲ１２）に正面部
の底面部側の辺部の方向に対して傾斜した折曲げ用の第２罫線（Ｃ１２）が形成され、
　第１罫線は、正面部において第１角部を形成する２つの辺部で、底面部側の辺部である
第１辺部と正面部と隣接する左側面部側の辺部である第２辺部において、第１辺部の一方
の端部から他方の端部までの途中位置である第１途中位置（Ｐ１１）と、第２辺部の一方
の端部から他方の端部までの途中位置である第２途中位置（Ｑ１１）の間の位置に、第１
途中位置と第２途中位置を結ぶ方向に形成され、
　第２罫線は、正面部において第２角部を形成する２つの辺部で、底面部側の辺部である
第１辺部と正面部と隣接する右側面部側の辺部である第３辺部において、第１辺部の一方
の端部から他方の端部までの途中位置で第１途中位置よりも右側面側の第３途中位置（Ｐ
１２）と、第３辺部の一方の端部から他方の端部までの途中位置である第４途中位置（Ｑ
１２）の間の位置に、第３途中位置と第４途中位置を結ぶ方向に形成され、
　正面部には切目線（Ｋ１２）が設けられ、該第１罫線が形成された角部領域における角
部と該切目線とは、該第１罫線を挟んで互いに反対側に形成され、該第２罫線が形成され
た角部領域における角部と該切目線とは、該第２罫線を挟んで互いに反対側に形成され、
　該切目線が、正面部内に周状に形成され、
　切目線において底面部側に形成された底面部側切目線（Ｋ１２ｄ）が、
　横方向に形成された横方向切目線（Ｋ１２ｄ－１）と、
　横方向切目線の左側面部側の端部から形成され、左側面部側にいくに従い正面部の底面
部側の辺部からの距離が長くなるように、正面部の底面部側の辺部の方向に対して傾斜し
て形成された第１傾斜切目線（Ｋ１２ｄ－２）と、
　横方向切目線の右側面部側の端部から形成され、右側面部側にいくに従い正面部の底面
部側の辺部からの距離が長くなるように、正面部の底面部側の辺部の方向に対して傾斜し
て形成された第２傾斜切目線（Ｋ１２ｄ－３）と、を有することを特徴とする包装箱。
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【請求項１２】
第１傾斜切目線と第２傾斜切目線が、直線状に形成されていることを特徴とする請求項１
１に記載の包装箱。
【請求項１３】
切目線が、
　第１傾斜切目線の横方向切目線とは反対側の端部から連設され、正面部の左側面部側の
辺部と略平行に形成された左側面部側切目線（Ｋ１２ｂ）と、
　第２傾斜切目線の横方向切目線とは反対側の端部から連設され、正面部の右側面部側の
辺部と略平行に形成された右側面部側切目線（Ｋ１２ｃ）と、
　左側面部側切目線の第１傾斜切目線とは反対側の端部と右側面部側切目線の第２傾斜切
目線とは反対側の端部間に形成された上側切目線（Ｋ１２ａ）と、を有することを特徴と
する請求項１１又は１２に記載の包装箱。
【請求項１４】
第１角部領域において、第１角部領域における角部から第１途中位置までの長さと、第１
角部領域における角部から第２途中位置までの長さとが略同一であり、
　第２角部領域において、第２角部領域における角部から第３途中位置までの長さと、第
２角部領域における角部から第４途中位置までの長さとが略同一であることを特徴とする
請求項１１又は１２又は１３に記載の包装箱。
【請求項１５】
切目線が、第１罫線と平行で、第１罫線を挟んで該第１罫線が形成された第１角部領域の
第１角部と反対側の第１仮想線（Ｊ１１）よりも該第１角部と反対側に形成されるととも
に、第２罫線と平行で、第２罫線を挟んで該第２罫線が形成された第２角部領域の第２角
部と反対側の第２仮想線（Ｊ１２）よりも該第２角部と反対側に形成され、
　該第１仮想線は、該第１罫線とは、第１途中位置を通り第２辺部と平行な仮想線と第２
途中位置を通り第１辺部と平行な仮想線の交点（Ｗ１１ａ）から第１罫線までの長さの半
分の長さを介して離れており、
　該第２仮想線は、該第２罫線とは、第３途中位置を通り第３辺部と平行な仮想線と第４
途中位置を通り第１辺部と平行な仮想線の交点（Ｗ１２ａ）から第２罫線までの長さの半
分の長さを介して離れていることを特徴とする請求項１１又は１２又は１３又は１４に記
載の包装箱。
【請求項１６】
スリーブ状部において、左側面部における底面側で正面部側の角部を含む領域である角部
領域と右側面部における底面側で正面部側の角部を含む領域である角部領域は、罫線が形
成されていない罫線未形成領域であり、
　底面部における正面部側の角部を含む領域である角部領域は、罫線が形成されてない罫
線未形成領域であることを特徴とする請求項１１又は１２又は１３又は１４又は１５に記
載の包装箱。
【請求項１７】
左側面側切目線と正面部の左側面側の辺部間に形成された左第１切目線（Ｋ１５）と、
　右側面側切目線と正面部の右側面側の辺部間に形成された右第１切目線（Ｋ１６）と、
　左側面部における正面部側の辺部と正面部と相対する側面部である背面部側の辺部間に
形成された第２切目線（Ｋ２０）と、
　右側面部における正面部側の辺部と背面部側の辺部間に形成された第３切目線（Ｋ３０
）と、
　背面部における左側面側の辺部と右側面側の辺部間に形成された第４切目線（Ｋ４０）
とを有し、
　左第１切目線の左側面側切目線側の端部から右第１切目線の右側面側切目線側の端部ま
で連続して形成され、
　背面部においては、背面部の第４切目線よりも下側の領域である下背面部（４２）に、
第４切目線から連設された一対の切目線（Ｋ４４、Ｋ４５）が設けられ、背面部の第４切
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目線よりも上側の領域である上背面部（４５）に、背面部の左側面側上端の角部である第
３角部と第４切目線の左側面側の端部から右側面側の端部までの途中位置である第５途中
位置の間の位置に第３角部と第５途中位置とを結ぶ方向に第１折れ線（Ｃ４２）が形成さ
れるとともに、背面部の右側面側上端の角部である第４角部と第４切目線の右側面側の端
部から左側面側の端部までの途中位置で第５途中位置よりも右側面側である第６途中位置
の間の位置に第４角部と第６途中位置とを結ぶ方向に第２折れ線（Ｃ４３）が形成され、
第１折れ線（Ｃ４２）と第２折れ線（Ｃ４３）とが、第４切目線側にいくに従い第１折れ
線と第２折れ線間の長さが短くなるように左右線対称に形成され、第１折れ線の下端と第
２折れ線の下端は左右方向に間隔を介して設けられ、上背面部が、第１折れ線と第２折れ
線間の領域である中央領域（４６）と、第１折れ線よりも左側面側の領域である左側領域
（４７）と、第２折れ線よりも右側面側の領域である右側領域（４８）とを有し、
　左側面部においては、第２切目線が、左側面部の背面側の辺部から形成された第２切目
線主構成部（Ｋ２４）を有し、左側面部の第２切目線よりも上側の領域である上左側面部
（２５）に、第３折れ線（Ｃ２１）が、左側面部の背面側上端の角部である第５角部と第
２切目線主構成部の背面側の端部から正面側の端部への途中位置である第７途中位置の間
の位置に、第５角部と第７途中位置とを結ぶ方向に形成され、第３折れ線は、下側にいく
ほど正面側となるように形成され、第２切目線主構成部は、正面側にいくほど上側となる
ように形成され、
　右側面部においては、第３切目線が、右側面部の背面側の辺部から形成された第３切目
線主構成部（Ｋ３４）を有し、右側面部の第３切目線よりも上側の領域である上右側面部
（３５）に、第４折れ線（Ｃ３１）が、右側面部の背面側上端の角部である第６角部と第
３切目線主構成部の背面側の端部から正面側の端部への途中位置である第８途中位置の間
の位置に、第６角部と第８途中位置とを結ぶ方向に形成され、第４折れ線は、下側にいく
ほど正面側となるように形成され、第３切目線主構成部は、正面側にいくほど上側となる
ように形成され、
　正面部に周状に形成された切目線を破断して、正面部に周状に形成された切目線により
囲まれた領域である開口蓋部（１４）を取り除くことにより、正面部に開口部（１９）が
形成され、
　正面部から開口蓋部を取り除いた状態において、下背面部における該一対の切目線間の
領域を外側から押して、中央領域の下端に指をひっかけ、中央領域の下端を外側にひっぱ
ることにより、左側領域が中央領域に対して第１折れ線を介して折曲するとともに、右側
領域が中央領域に対して第２折れ線を介して折曲して、第４切目線における右側領域と下
背面部間の切目線と左側領域と下背面部間の切目線とが破断し、上左側面部における第３
折れ線よりも背面側の領域である第１背面側領域（２７）が第３折れ線を介して内側に回
動して第２切目線主構成部における第１背面側領域と左側面部の第２切目線よりも下側の
領域である下左側面部（２２）間の切目線が破断するとともに、上右側面部における第４
折れ線よりも背面側の領域である第２背面側領域（３７）が第４折れ線を介して内側に回
動して第３切目線における第２背面側領域と右側面部の第３切目線よりも下側の領域であ
る下右側面部（３２）間の切目線が破断し、
　さらに、中央領域の下端を上方にひっぱることにより、第２切目線主構成部における第
３折れ線よりも正面側の領域である第１正面側領域（２６）と下左側面部間の切目線が破
断するとともに、第３切目線主構成部における第４折れ線よりも正面側の領域である第２
正面側領域（３６）と下右側面部間の切目線が破断し、
　さらに、第２切目線における第２切目線主構成部よりも正面側の切目線と第３切目線に
おける第３切目線主構成部よりも正面側の切目線を破断し、左第１切目線と右第１切目線
を破断することにより、正面部における開口蓋部以外の領域である枠状部（１２）の左第
１切目線及び右第１切目線よりも上側の領域である上正面部（１５）と上左側面部と上右
側面部と上背面部と蓋部とからなる上側構成部（Ａ－２）が取り除かれることを特徴とす
る請求項１１又は１２又は１３又は１４又は１５又は１６に記載の包装箱。
【請求項１８】
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第２切目線において、第２切目線主構成部の正面側の端部から左側面部の正面側の辺部ま
で形成された切目線（Ｋ２２）が、正面側にいくほど下側となるように形成され、第３切
目線において、第３切目線主構成部の正面側の端部から右側面部の正面側の辺部まで形成
された切目線（Ｋ３２）が、正面側にいくほど下側となるように形成されていることを特
徴とする請求項１７に記載の包装箱。
【請求項１９】
第４切目線における左側領域と下背面部間の切目線が、左側面部側にいくほど上側となる
ように形成され、第４切目線における右側領域と下背面部間の切目線が、右側面部側にい
くほど上側となるように形成されていることを特徴とする請求項１７又は１８に記載の包
装箱。
【請求項２０】
第２切目線と第３折れ線又は第３折れ線の延長線の接点から背面側の切目線である第１部
分構成部（Ｋ２４－１）の左側面部の下辺に対する傾斜角度は、第４切目線における右側
領域と下背面部間の切目線の背面部の下辺に対する傾斜角度と略同一であり、
　第３切目線と第４折れ線又は第４折れ線の延長線の接点から背面側の切目線である第２
部分構成部（Ｋ３４－１）の右側面部の下辺に対する傾斜角度は、第４切目線における左
側領域と下背面部間の切目線の背面部の下辺に対する傾斜角度と略同一であることを特徴
とする請求項１９に記載の包装箱。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、包装箱に関するものであり、特に、包装箱の側面に切目線が形成されたもの
に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、包装箱の側面に切目線を形成し切目線を破断することにより開口部を形成す
るものとして特許文献１、特許文献２に記載のものが存在する。
【０００３】
　例えば、特許文献１のカートンにおいては、トップパネル１３からサイドパネル１５を
経てベースパネル１６にミシン目のような脆弱化のためのライン２５が設けられ、ライン
２５を破断することにより形成される開口から商品を取り出すことができる。
【０００４】
　また、特許文献２の梱包用紙箱においては、前面板１に枠状の切取線２が設けられ、該
切取線２を破断することにより陳列窓兼用取出口が形成される。
【０００５】
　また、特許文献３の紙箱３００においては、正面板１２と背面板１４の上端寄りに開封
線１００が設けられ、左側面板１１と右側面板１３には、開封線１００と接続された易切
断線２１が設けられることにより、切目線が周状に形成され、左側面板１１と右側面板１
３のそれぞれにおいて、易切断線２１からは２本の押込み補助線２２が上方に広がるよう
に形成されている。特許文献３の紙箱３００を開封するには、左側面板１１又は右側面板
１３の易切断線２１の中央を指で押して、易切断線２１を破断し、易切断線２１で切断さ
れた左側面板１１又は右側面板１３の上の部分の下端に指を入れて、持ち上げるように引
っ張ることにより、正面板１２と背面板１４の開封線１００が切断され、その後、右側面
板１３又は左側面板１１の易切断線２１を切断する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特表２００５－５３５５２２号公報
【特許文献２】実開昭５８－１９９１９号公報
【特許文献３】特開２０１５－１３６５２号公報
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかし、包装箱の側面に形成された切目線が該側面の下端近くにまで形成されている場
合には、包装箱を落下させた場合に、該切目線の一部が破断してしまう可能性があるとい
う問題があった。
【０００８】
　特に、特許文献１のカートンにおいては、ライン２５が端部折り曲げ部２１、２２の近
くにまで形成されていて、被収納物（特許文献１では缶３１）を収納した状態のカートン
を端部折り曲げ部２１、２２側を下側にして比較的高い位置から落下させた場合に、落下
の衝撃でライン２５（特に、ライン２５における端部折り曲げ部２１、２２に近い部分）
が破断してしまうおそれがある。
【０００９】
　また、特許文献２の梱包用紙箱においても、切取線２が前面板１の辺部近くに形成され
ているので、被収納物（特許文献２ではロール巻き障子紙イ）を収納した状態の紙箱を比
較的高い位置から落下させた場合に、落下の衝撃で切取線２（特に、切取線２において、
落下の際に接地面に近い側の部分）が破断してしまうおそれがある。
【００１０】
　また、特許文献３の紙箱３００においても、開封線１００や易切断線２１の少なくとも
一部が底面部１７に近い位置に形成されている場合には、被収納物を収納した状態の紙箱
３００を底面部１７側を下側にして比較的高い位置から落下させた際に、開封線１００や
易切断線２１における底面部１７に近い部分が破断してしまうおそれがある。
【００１１】
　そこで、本発明は、側面に切目線が形成された包装箱において、被収納物を収納した状
態の包装箱を落下させた場合でも該切目線の破断を防ぐことができる包装箱を提供するこ
とを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明は上記問題点を解決するために創作されたものであって、第１には、底面部（５
０）と、底面部の各辺から立設し底面部に対して略直角をなすスリーブ状部で、少なくと
も３つ以上の側面部（１０、２０、３０、４０）を有するスリーブ状部（５）と、スリー
ブ状部の上端から連設された蓋部（１２０、１３０）とを有する包装箱であって、スリー
ブ状部における少なくとも１つの側面部である特定側面部において、特定側面部の底面部
側の角部を含む領域である角部領域（ＫＲ１１、ＫＲ１２）に、特定側面部の底面部側の
辺部の方向に対して傾斜した折曲げ用の罫線（Ｃ１１、Ｃ１２）が形成され、該罫線は、
特定側面部において角部を形成する２つの辺部で、底面部側の辺部である第１辺部と該特
定側面部と隣接する他の側面部側の辺部である第２辺部において、第１辺部の一方の端部
から他方の端部までの途中位置である第１途中位置（Ｐ１１、Ｐ１２）と、第２辺部の一
方の端部から他方の端部までの途中位置である第２途中位置（Ｑ１１、Ｑ１２）の間の位
置に、第１途中位置と第２途中位置を結ぶ方向に形成され、特定側面部には切目線（Ｋ１
２）が設けられ、該罫線が形成された角部領域における角部と該切目線とは、該罫線を挟
んで互いに反対側に形成されていることを特徴とする。
【００１３】
　第１の構成においては、包装箱を落下させた場合に、折曲げ用の罫線が設けられている
ので、落下の衝撃により罫線を介して特定側面部が折れ曲がり、罫線を介して特定側面部
が折れ曲がることにより落下の衝撃を吸収することから、切目線の破断を防止することが
できる。
【００１４】
　また、第２には、上記第１の構成において、罫線が、特定側面部における底面部側の角
部で、特定側面部と隣接する一方の側面部である第１隣接側面部（２０）側の角部を含む
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角部領域（ＫＲ１１）と、特定側面部と隣接する他方の側面部である第２隣接側面部（３
０）側の角部を含む角部領域（ＫＲ１２）のそれぞれに形成されていることを特徴とする
。
【００１５】
　また、第３には、上記第１又は第２の構成において、切目線における罫線と対向した部
分（Ｋ１２ｄ－２、Ｋ１２ｄ－３）は、横方向において、第２辺部側にいくに従い、特定
側面部の底面部側の辺部からの距離が長くなるように形成されていることを特徴とする。
よって、切目線における罫線と対向した部分と罫線との間の距離をなるべく長く確保する
ことができ、包装箱を落下させて罫線を介して特定側面部が折曲した場合の影響を小さく
することができ、切目線の破断を防止することができる。
【００１６】
　また、第４には、上記第２の構成において、切目線が、特定側面部内に周状に形成され
、切目線において底面部側に形成された底面部側切目線（Ｋ１２ｄ）が、横方向に形成さ
れた底面部側第１切目線（Ｋ１２ｄ－１）と、第１切目線の第１隣接側面部側の端部から
形成され、第１隣接側面部側にいくに従い、特定側面部の底面部側の辺部からの距離が長
くなるように形成された底面部側第２切目線（Ｋ１２ｄ－２）と、第１切目線の第２隣接
側面部側の端部から形成され、第２隣接側面部側にいくに従い、特定側面部の底面部側の
辺部からの距離が長くなるように形成された底面部側第３切目線（Ｋ１２ｄ－３）と、を
有することを特徴とする。
【００１７】
　よって、第２切目線と罫線との間の距離をなるべく長く確保することができるとともに
、第３切目線と罫線との間の距離をなるべく長く確保することができ、包装箱を落下させ
て罫線を介して特定側面部が折曲した場合の影響を小さくすることができ、切目線の破断
を防止することができる。
【００１８】
　また、第５には、上記第４の構成において、第２切目線と第３切目線とは直線状に形成
されていることを特徴とする。よって、第２切目線と第３切目線が斜め下方に膨出した円
弧状の場合に比べて、罫線との距離を長く確保することができる。
【００１９】
　また、第６には、上記第４又は第５の構成において、切目線が、第２切目線の第１切目
線とは反対側の端部から連設され、特定側面部の第１隣接側面部側の辺部と略平行に形成
された第１隣接側面部側切目線（Ｋ１２ｂ）と、第３切目線の第１切目線とは反対側の端
部から連設され、特定側面部の第２隣接側面部側の辺部と略平行に形成された第２隣接側
面部側切目線（Ｋ１２ｃ）と、第１隣接側面部側切目線の第２切目線とは反対側の端部と
第２隣接側面部側切目線の第３切目線とは反対側の端部間に形成された上側切目線（Ｋ１
２ａ）と、を有することを特徴とする。
【００２０】
　また、第７には、上記第１から第６までのいずれかの構成において、１つの角部領域に
おいて、角部領域における角部から第１途中位置までの長さと、角部領域における角部か
ら第２途中位置までの長さとが略同一であることを特徴とする。よって、罫線が特定側面
部の底面部側の辺部に対して略４５度となっているので、効果的に衝撃を吸収することが
できる。
【００２１】
　また、第８には、上記第１から第７までのいずれかの構成において、切目線が、罫線と
平行で、罫線を挟んで該罫線が形成された角部領域の角部と反対側の仮想線（Ｊ１１、Ｊ
１２）よりも該角部と反対側に形成され、
　該仮想線は、該仮想線と平行な該罫線とは、第１途中位置を通り第２辺部と平行な仮想
線と第２途中位置を通り第１辺部と平行な仮想線の交点（Ｗ１１ａ、Ｗ１２ａ）から罫線
までの長さの半分の長さを介して離れていることを特徴とする。
【００２２】
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　よって、切目線は、罫線と所定距離離れて形成されているので、包装箱が落下して特定
側面部が罫線を介して折れ曲がっても、切目線の破断をより確実に防止することができる
。
【００２３】
　また、第９には、上記第１から第８までのいずれかの構成において、スリーブ状部にお
いて、特定側面部と隣接する他の側面部における底面側で特定側面部側の角部を含む領域
である角部領域は、罫線が形成されていない罫線未形成領域であり、
　底面部における特定側面部側の角部を含む領域である角部領域は、罫線が形成されてな
い罫線未形成領域であることを特徴とする。よって、罫線が形成された角部の強度を保つ
ことができる。
【００２４】
　また、第１０には、上記第１から第９までのいずれかの構成において、罫線が特定側面
部における内側の面に形成されていることを特徴とする。
【００２５】
　また、第１１には、底面部（５０）と、底面部の各辺から立設し底面部に対して略直角
をなすスリーブ状部で、４つの側面部（１０、２０、３０、４０）を有するスリーブ状部
（５）と、スリーブ状部の上端から連設された蓋部（１２０、１３０）とを有する包装箱
であって、４つの側面部における１つである正面部において、正面部の底面部側で正面部
に隣接する側面部である左側面部（２０）側の角部である第１角部を含む領域である第１
角部領域（ＫＲ１１）に正面部の底面部側の辺部の方向に対して傾斜した折曲げ用の第１
罫線（Ｃ１１）が形成されるとともに、正面部の底面部側で正面部に隣接する側面部であ
る右側面部（３０）側の角部である第２角部を含む領域である第２角部領域（ＫＲ１２）
に正面部の底面部側の辺部の方向に対して傾斜した折曲げ用の第２罫線（Ｃ１２）が形成
され、第１罫線は、正面部において第１角部を形成する２つの辺部で、底面部側の辺部で
ある第１辺部と正面部と隣接する左側面部側の辺部である第２辺部において、第１辺部の
一方の端部から他方の端部までの途中位置である第１途中位置（Ｐ１１）と、第２辺部の
一方の端部から他方の端部までの途中位置である第２途中位置（Ｑ１１）の間の位置に、
第１途中位置と第２途中位置を結ぶ方向に形成され、第２罫線は、正面部において第２角
部を形成する２つの辺部で、底面部側の辺部である第１辺部と正面部と隣接する右側面部
側の辺部である第３辺部において、第１辺部の一方の端部から他方の端部までの途中位置
で第１途中位置よりも右側面側の第３途中位置（Ｐ１２）と、第３辺部の一方の端部から
他方の端部までの途中位置である第４途中位置（Ｑ１２）の間の位置に、第３途中位置と
第４途中位置を結ぶ方向に形成され、正面部には切目線（Ｋ１２）が設けられ、該第１罫
線が形成された角部領域における角部と該切目線とは、該第１罫線を挟んで互いに反対側
に形成され、該第２罫線が形成された角部領域における角部と該切目線とは、該第２罫線
を挟んで互いに反対側に形成され、該切目線が、正面部内に周状に形成され、切目線にお
いて底面部側に形成された底面部側切目線（Ｋ１２ｄ）が、横方向に形成された横方向切
目線（Ｋ１２ｄ－１）と、横方向切目線の左側面部側の端部から形成され、左側面部側に
いくに従い正面部の底面部側の辺部からの距離が長くなるように、正面部の底面部側の辺
部の方向に対して傾斜して形成された第１傾斜切目線（Ｋ１２ｄ－２）と、横方向切目線
の右側面部側の端部から形成され、右側面部側にいくに従い正面部の底面部側の辺部から
の距離が長くなるように、正面部の底面部側の辺部の方向に対して傾斜して形成された第
２傾斜切目線（Ｋ１２ｄ－３）と、を有することを特徴とする。
【００２６】
　第１１の構成においては、包装箱を落下させた場合に、折曲げ用の第１罫線と第２罫線
が設けられているので、落下の衝撃により罫線を介して正面部が折れ曲がり、罫線を介し
て正面部が折れ曲がることにより落下の衝撃を吸収することから、底面部側切目線の破断
を防止することができる。
【００２７】
　また、第１２には、上記第１１の構成において、第１傾斜切目線と第２傾斜切目線が、
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直線状に形成されていることを特徴とする。よって、第１傾斜切目線と第２傾斜切目線と
が斜め下方に膨出した円弧状の場合に比べて、罫線との距離を長く確保することができる
。
【００２８】
　また、第１３には、上記第１１又は第１２の構成において、切目線が、第１傾斜切目線
の横方向切目線とは反対側の端部から連設され、正面部の左側面部側の辺部と略平行に形
成された左側面部側切目線（Ｋ１２ｂ）と、第２傾斜切目線の横方向切目線とは反対側の
端部から連設され、正面部の右側面部側の辺部と略平行に形成された右側面部側切目線（
Ｋ１２ｃ）と、左側面部側切目線の第１傾斜切目線とは反対側の端部と右側面部側切目線
の第２傾斜切目線とは反対側の端部間に形成された上側切目線（Ｋ１２ａ）と、を有する
ことを特徴とする。
【００２９】
　また、第１４には、上記第１１から第１３までのいずれかの構成において、第１角部領
域において、第１角部領域における角部から第１途中位置までの長さと、第１角部領域に
おける角部から第２途中位置までの長さとが略同一であり、第２角部領域において、第２
角部領域における角部から第３途中位置までの長さと、第２角部領域における角部から第
４途中位置までの長さとが略同一であることを特徴とする。よって、第１罫線や第２罫線
が正面部の底面部側の辺部に対して略４５度となっているので、効果的に衝撃を吸収する
ことができる。
【００３０】
　また、第１５には、上記第１１から第１４までのいずれかの構成において、切目線が、
第１罫線と平行で、第１罫線を挟んで該第１罫線が形成された第１角部領域の第１角部と
反対側の第１仮想線（Ｊ１１）よりも該第１角部と反対側に形成されるとともに、第２罫
線と平行で、第２罫線を挟んで該第２罫線が形成された第２角部領域の第２角部と反対側
の第２仮想線（Ｊ１２）よりも該第２角部と反対側に形成され、該第１仮想線は、該第１
罫線とは、第１途中位置を通り第２辺部と平行な仮想線と第２途中位置を通り第１辺部と
平行な仮想線の交点（Ｗ１１ａ）から第１罫線までの長さの半分の長さを介して離れてお
り、該第２仮想線は、該第２罫線とは、第３途中位置を通り第３辺部と平行な仮想線と第
４途中位置を通り第１辺部と平行な仮想線の交点（Ｗ１２ａ）から第２罫線までの長さの
半分の長さを介して離れていることを特徴とする。
【００３１】
　よって、切目線は、第１罫線及び第２罫線と所定距離離れて形成されているので、包装
箱が落下して正面部が第１罫線や第２罫線を介して折れ曲がっても、切目線の破断をより
確実に防止することができる。
【００３２】
　また、第１６には、上記第１１から第１５までのいずれかの構成において、スリーブ状
部において、左側面部における底面側で正面部側の角部を含む領域である角部領域と右側
面部における底面側で正面部側の角部を含む領域である角部領域は、罫線が形成されてい
ない罫線未形成領域であり、底面部における正面部側の角部を含む領域である角部領域は
、罫線が形成されてない罫線未形成領域であることを特徴とする。よって、罫線が形成さ
れた角部の強度を保つことができる。
【００３３】
　また、第１７には、上記第１１から第１６までのいずれかの構成において、左側面側切
目線と正面部の左側面側の辺部間に形成された左第１切目線（Ｋ１５）と、右側面側切目
線と正面部の右側面側の辺部間に形成された右第１切目線（Ｋ１６）と、左側面部におけ
る正面部側の辺部と正面部と相対する側面部である背面部側の辺部間に形成された第２切
目線（Ｋ２０）と、右側面部における正面部側の辺部と背面部側の辺部間に形成された第
３切目線（Ｋ３０）と、背面部における左側面側の辺部と右側面側の辺部間に形成された
第４切目線（Ｋ４０）とを有し、左第１切目線の左側面側切目線側の端部から右第１切目
線の右側面側切目線側の端部まで連続して形成され、背面部においては、背面部の第４切
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目線よりも下側の領域である下背面部（４２）に、第４切目線から連設された一対の切目
線（Ｋ４４、Ｋ４５）が設けられ、背面部の第４切目線よりも上側の領域である上背面部
（４５）に、背面部の左側面側上端の角部である第３角部と第４切目線の左側面側の端部
から右側面側の端部までの途中位置である第５途中位置の間の位置に第３角部と第５途中
位置とを結ぶ方向に第１折れ線（Ｃ４２）が形成されるとともに、背面部の右側面側上端
の角部である第４角部と第４切目線の右側面側の端部から左側面側の端部までの途中位置
で第５途中位置よりも右側面側である第６途中位置の間の位置に第４角部と第６途中位置
とを結ぶ方向に第２折れ線（Ｃ４３）が形成され、第１折れ線（Ｃ４２）と第２折れ線（
Ｃ４３）とが、第４切目線側にいくに従い第１折れ線と第２折れ線間の長さが短くなるよ
うに左右線対称に形成され、第１折れ線の下端と第２折れ線の下端は左右方向に間隔を介
して設けられ、上背面部が、第１折れ線と第２折れ線間の領域である中央領域（４６）と
、第１折れ線よりも左側面側の領域である左側領域（４７）と、第２折れ線よりも右側面
側の領域である右側領域（４８）とを有し、左側面部においては、第２切目線が、左側面
部の背面側の辺部から形成された第２切目線主構成部（Ｋ２４）を有し、左側面部の第２
切目線よりも上側の領域である上左側面部（２５）に、第３折れ線（Ｃ２１）が、左側面
部の背面側上端の角部である第５角部と第２切目線主構成部の背面側の端部から正面側の
端部への途中位置である第７途中位置の間の位置に、第５角部と第７途中位置とを結ぶ方
向に形成され、第３折れ線は、下側にいくほど正面側となるように形成され、第２切目線
主構成部は、正面側にいくほど上側となるように形成され、右側面部においては、第３切
目線が、右側面部の背面側の辺部から形成された第３切目線主構成部（Ｋ３４）を有し、
右側面部の第３切目線よりも上側の領域である上右側面部（３５）に、第４折れ線（Ｃ３
１）が、右側面部の背面側上端の角部である第６角部と第３切目線主構成部の背面側の端
部から正面側の端部への途中位置である第８途中位置の間の位置に、第６角部と第８途中
位置とを結ぶ方向に形成され、第４折れ線は、下側にいくほど正面側となるように形成さ
れ、第３切目線主構成部は、正面側にいくほど上側となるように形成され、正面部に周状
に形成された切目線を破断して、正面部に周状に形成された切目線により囲まれた領域で
ある開口蓋部（１４）を取り除くことにより、正面部に開口部（１９）が形成され、正面
部から開口蓋部を取り除いた状態において、下背面部における該一対の切目線間の領域を
外側から押して、中央領域の下端に指をひっかけ、中央領域の下端を外側にひっぱること
により、左側領域が中央領域に対して第１折れ線を介して折曲するとともに、右側領域が
中央領域に対して第２折れ線を介して折曲して、第４切目線における右側領域と下背面部
間の切目線と左側領域と下背面部間の切目線とが破断し、上左側面部における第３折れ線
よりも背面側の領域である第１背面側領域（２７）が第３折れ線を介して内側に回動して
第２切目線主構成部における第１背面側領域と左側面部の第２切目線よりも下側の領域で
ある下左側面部（２２）間の切目線が破断するとともに、上右側面部における第４折れ線
よりも背面側の領域である第２背面側領域（３７）が第４折れ線を介して内側に回動して
第３切目線における第２背面側領域と右側面部の第３切目線よりも下側の領域である下右
側面部（３２）間の切目線が破断し、さらに、中央領域の下端を上方にひっぱることによ
り、第２切目線主構成部における第３折れ線よりも正面側の領域である第１正面側領域（
２６）と下左側面部間の切目線が破断するとともに、第３切目線主構成部における第４折
れ線よりも正面側の領域である第２正面側領域（３６）と下右側面部間の切目線が破断し
、さらに、第２切目線における第２切目線主構成部よりも正面側の切目線と第３切目線に
おける第３切目線主構成部よりも正面側の切目線を破断し、左第１切目線と右第１切目線
を破断することにより、正面部における開口蓋部以外の領域である枠状部（１２）の左第
１切目線及び右第１切目線よりも上側の領域である上正面部（１５）と上左側面部と上右
側面部と上背面部と蓋部とからなる上側構成部（Ａ－２）が取り除かれることを特徴とす
る。
【００３４】
　第１７の構成の包装箱によれば、下背面部における一対の切目線間の領域を押すことに
より、中央領域の下側に指を入れるスペースが形成されるので、包装箱の上側構成部を取
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り除く際に、最初に指を引っ掛ける操作を容易に行なうことができる。
【００３５】
　また、第１折れ線と第２折れ線とが設けられているので、第４切目線における左側領域
と下背面部間の切目線と右側領域と下背面部間の切目線の破断が容易であり、また、第３
折れ線と第４折れ線とが設けられているので、第２切目線主構成部における第１背面側領
域と下右側面部間の切目線と第３切目線主構成部における第２背面側領域と下左側面部間
の切目線の破断が容易であり、さらに、第２切目線主構成部と第３切目線主構成部とが正
面側にいくに従い上側となるように形成されているので、第２切目線主構成部と第３切目
線主構成部の破断が容易となる。
【００３６】
　また、第１８には、上記第１７の構成において、第２切目線において、第２切目線主構
成部の正面側の端部から左側面部の正面側の辺部まで形成された切目線（Ｋ２２）が、正
面側にいくほど下側となるように形成され、第３切目線において、第３切目線主構成部の
正面側の端部から右側面部の正面側の辺部まで形成された切目線（Ｋ３２）が、正面側に
いくほど下側となるように形成されていることを特徴とする。
【００３７】
　よって、上側構成部を正面側又は正面下側にひっぱることにより、第２切目線における
第２切目線主構成部よりも正面側の切目線と第３切目線における第３切目線主構成部より
も正面側の切目線を破断することができる。
【００３８】
　また、第１９には、第１７又は第１８の構成において、第４切目線における左側領域と
下背面部間の切目線が、左側面部側にいくほど上側となるように形成され、第４切目線に
おける右側領域と下背面部間の切目線が、右側面部側にいくほど上側となるように形成さ
れていることを特徴とする。第４切目線における左側領域と下背面部間の切目線と第４切
目線における右側領域と下背面部間の切目線とを破断しやすくすなる。
【００３９】
　また、第２０には、上記第１９の構成において、第２切目線と第３折れ線又は第３折れ
線の延長線の接点から背面側の切目線である第１部分構成部（Ｋ２４－１）の左側面部の
下辺に対する傾斜角度は、第４切目線における右側領域と下背面部間の切目線の背面部の
下辺に対する傾斜角度と略同一であり、第３切目線と第４折れ線又は第４折れ線の延長線
の接点から背面側の切目線である第２部分構成部（Ｋ３４－１）の右側面部の下辺に対す
る傾斜角度は、第４切目線における左側領域と下背面部間の切目線の背面部の下辺に対す
る傾斜角度と略同一であることを特徴とする。
【発明の効果】
【００４０】
　本発明に基づく包装箱によれば、包装箱を落下させた場合に、折曲げ用の罫線が設けら
れているので、落下の衝撃により罫線を介して特定側面部が折れ曲がり、罫線を介して特
定側面部（正面部）が折れ曲がることにより落下の衝撃を吸収することから、切目線の破
断を防止することができる。
【００４１】
　また、本発明に基づく包装箱によれば、包装箱を落下させた場合に、折曲げ用の第１罫
線及び第２罫線が設けられているので、落下の衝撃により罫線を介して正面部が折れ曲が
り、第１罫線と第２罫線を介して正面部が折れ曲がることにより落下の衝撃を吸収するこ
とから、底面部側切目線の破断を防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１】包装箱の正面図である。
【図２】包装箱の底面図である。
【図３】包装箱の左側前方斜視図である。
【図４】包装箱の右側前方斜視図である。
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【図５】包装箱の左側後方斜視図である。
【図６】包装箱の右側後方斜視図である。
【図７】包装箱の外側面から見た展開図である。
【図８】包装箱の外側面から見た展開図である。
【図９】図８の要部説明図である。
【図１０】図８の要部説明図である。
【図１１】図８の要部拡大図である。
【図１２】包装箱の使用方法を説明する右側後方斜視図である。
【図１３】包装箱の使用方法を説明する左側前方斜視図である。
【図１４】包装箱の使用方法を説明する右側後方斜視図である。
【図１５】包装箱の使用方法を説明する右側後方斜視図である。
【図１６】包装箱の使用方法を説明する右側後方斜視図である。
【図１７】包装箱の使用方法を説明する左側前方斜視図である。
【図１８】包装箱の作用を説明するための説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００４３】
　本発明に基づく包装箱Ａは、図１～図１０に示されるように構成され、スリーブ状部５
と、底面部５０と、蓋部１１０、１４０と、フラップ部１２０、１３０とを有している。
【００４４】
　ここで、スリーブ状部５は、正面部１０と、正面部１０の左側面側の辺部から折れ線Ｃ
２０を介して連設された左側面部２０と、正面部１０の右側面側の辺部から折れ線Ｃ３０
を介して連設された右側面部３０と、左側面部２０の背面側の辺部から折れ線Ｃ４０を介
して連設された背面部４０と、背面部４０の右側面側の辺部から折れ線Ｃ４８を介して連
設された糊代部４９とを有している。折れ線Ｃ２０と折れ線Ｃ３０と折れ線Ｃ４０と折れ
線Ｃ４８とは互いに平行となっている。正面部１０と左側面部２０と右側面部３０と背面
部４０とが、スリーブ状部５における側面部となる。なお、包装箱Ａの内側の面には、折
れ線Ｃ２０、Ｃ３０、Ｃ４０、Ｃ４８に沿って折曲げ用の罫線が形成されている。
【００４５】
　包装箱Ａは、１枚のシート状のブランク（具体的には段ボール（特に、両面段ボール）
であり、厚紙等でもよい）により形成されている。なお、両面段ボールにおける中芯の段
の方向は、図８に示す円内に示す方向（折れ線Ｃ２０、Ｃ３０、Ｃ４０と平行な方向）で
ある（中芯の段の方向は他の方向でもよい。）。
【００４６】
　正面部１０と左側面部２０と右側面部３０と背面部４０は、方形状（具体的には、方形
状の平板状）を呈し、正面部１０と背面部４０は、縦長の長方形状を呈している。
【００４７】
　正面部１０と左側面部２０と右側面部３０と背面部４０における縦方向の長さは略同一
に形成されている。
【００４８】
　また、横方向には、正面部１０と背面部４０とは同一の長さに形成され、左側面部２０
と右側面部３０とは略同一の長さに形成されている（具体的には、右側面部３０の横方向
の長さが左側面部２０の横方向の長さよりも若干小さく形成されている）。
【００４９】
　糊代部４９は、略台形形状に形成され、右側面部３０の背面側の端部領域の外側の面に
接着されている。なお、糊代部４９を右側面部３０の背面側の端部領域の内側の面に接触
したものでもよい。また、糊代部４９は、背面部４０から連設されているが、右側面部３
０の背面側の端部から連設され、背面部４０の右側面側の端部に接着された構成としても
よい。
【００５０】
　スリーブ状部５には、切目線（切断予定線としてもよい）Ｋ５が形成されている。すな



(14) JP 2017-47967 A 2017.3.9

10

20

30

40

50

わち、切目線Ｋ５は、正面部１０に形成された切目線Ｋ１０と、左側面部２０に形成され
た切目線Ｋ２０と、右側面部３０に形成された切目線Ｋ３０と、背面部４０に形成された
切目線Ｋ４０と、糊代部４９に形成された切目線Ｋ４９とを有している。切目線Ｋ２０は
、切目線Ｋ１０における切目線Ｋ１５の左側面側の端部から連続して形成され、切目線Ｋ
３０は、切目線Ｋ１０における切目線Ｋ１６の右側面側の端部から連続して形成され、切
目線Ｋ４０は、切目線Ｋ２０の背面側の端部から連続して形成され、切目線Ｋ４９は、切
目線Ｋ４０の右側面側の端部から連続して形成されている。なお、糊代部４９が右側面部
３０に接着された状態では、切目線Ｋ３０の背面側の端部と切目線Ｋ４９とは重なるので
、切目線Ｋ３０は、切目線Ｋ４０の右側面側の端部から連続して形成されているといえる
。切目線Ｋ１０、Ｋ２０、Ｋ３０、Ｋ４０はいずれも切断予定線により形成されている。
【００５１】
　つまり、切目線Ｋ５における切目線Ｋ１０と切目線Ｋ１４以外の切目線Ｋ５－１は、切
目線Ｋ１５の切目線Ｋ１２ｂ側の端部から切目線Ｋ２０、切目線Ｋ４０、切目線Ｋ３０を
経て切目線Ｋ１６の切目線Ｋ１２ｃ側の端部まで連続して形成されているといえる。また
、切目線Ｋ１０の一部（切目線Ｋ１２の下側部分）と切目線Ｋ２０と切目線Ｋ３０と切目
線Ｋ４０とで切目線が周状（ループ状としてもよい）に設けられている。
【００５２】
　切目線５を構成する切込みは、切目線Ｋ１２ｄと切目線Ｋ１４を除き、主として略への
字状の切込み２１０又は切込み２１０と線対称の切込み２２０を列状に配置することによ
り形成されている。切目線Ｋ１２ｄと切目線Ｋ１４とは、切断方向に沿った直線状又は曲
線状の切目線により形成されている。切込み２１０、２２０は、切目線において、従来か
らある一般的な形状の切込みであるといえる。
【００５３】
　ここで、切目線（第１切目線）Ｋ１０は、正面部１０に略方形状に形成された切目線Ｋ
１２と、切目線Ｋ１２における上端の切目線Ｋ１２ａから連設された切目線Ｋ１４と、切
目線Ｋ１２における切目線Ｋ１２ｂから連設された切目線Ｋ１５と、切目線Ｋ１２におけ
る切目線Ｋ１２ｃから連設された切目線Ｋ１６とを有している。
【００５４】
　切目線Ｋ１２は、切目線Ｋ１２ａと、切目線Ｋ１２ａの左側面側の端部から連設された
切目線Ｋ１２ｂと、切目線Ｋ１２ａの右側面側の端部から連設された切目線Ｋ１２ｃと、
切目線Ｋ１２ｂの下端から連設されるとともに、切目線Ｋ１２ｃの下端から連設された切
目線Ｋ１２ｄとを有し、切目線Ｋ１２は、全体に周状（枠状としてもよい）に形成されて
いる。切目線Ｋ１２は、縦長略長方形状を呈している。
【００５５】
　切目線（上側切目線）Ｋ１２ａは、左右方向に直線状に形成され（つまり、左右方向の
中心位置の直線状の切込みを挟んで切込み２１０と切込み２２０とが直線状に配置されて
いる）、正面部１０の上辺１０ａや下辺１０ｄと平行に形成されている。
【００５６】
　また、切目線（第１隣接側面部側切目線、左側面側切目線）Ｋ１２ｂは、上下方向に直
線状に形成され（つまり、切目線を構成する切込み２１０が直線状に形成されている）、
正面部１０の右側面側の辺部や左側面側の辺部と平行に形成されている。
【００５７】
　また、切目線（第２隣接側面部側切目線、右側面側切目線）Ｋ１２ｃは、上下方向に直
線状に形成され（つまり、切目線を構成する切込み２２０が直線状に形成されている）、
正面部１０の右側面側の辺部や左側面側の辺部と平行に形成されている。
【００５８】
　また、切目線（底面部側切目線）Ｋ１２ｄは、切目線Ｋ１２ｂの下端から連設された切
目線Ｋ１２ｄ－２と、切目線Ｋ１２ｃの下端から連設された切目線Ｋ１２ｄ－３と、切目
線Ｋ１２ｄ－２の切目線Ｋ１２ｂとは反対側の端部から連設されるとともに、切目線Ｋ１
２ｄ－３の切目線Ｋ１２ｃとは反対側の端部から連設された切目線Ｋ１２ｄ－１とを有し
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ている。
【００５９】
　ここで、切目線（横方向切目線、底面部側第１切目線）Ｋ１２ｄ－１は、左右方向（横
方向としてもよい）に直線状に形成され（つまり、切目線を構成する直線状の切込みが直
線状に形成されている）、正面部１０の上辺１０ａや下辺１０ｄと平行に形成されている
。
【００６０】
　また、切目線（第１傾斜切目線、底面部側第２切目線）Ｋ１２ｄ－２は、切目線Ｋ１２
ｄ－１側から切目線Ｋ１２ｂ側にいくに従い上側となるように、正面部１０の上辺１０ａ
や下辺１０ｄに対して傾斜した直線状に形成されている。つまり、切目線Ｋ１２ｄ－２は
、正面部１０の左側面側の辺部（第２辺部）１０ｂ側にいくに従い、正面部１０の下辺１
０ｄからの距離が長くなるように形成されている。このように、切目線Ｋ１２ｄ－２を罫
線Ｃ１１と同様に左側面側にいくに従い上側となるように正面部１０の上辺や下辺に対し
て傾斜した構成とすることにより、切目線１２ｄ－２と罫線Ｃ１１間の距離をなるべく長
く確保することができ、包装箱Ａを落下させて罫線Ｃ１１を介して正面部１０が折曲した
場合の影響を小さくすることができ、切目線１２ｄ－２の破断を防止することができる。
つまり、切目線Ｋ１２ｄを横方向の直線状の切目線とすると、切目線Ｋ１２ｂとの角部が
罫線Ｃ１１に近接してしまい、包装箱Ａを落下させて罫線Ｃ１１を介して正面部１０が折
曲した場合に、該角部の切目線が破断するおそれがあるが、本実施例の場合には、そのよ
うなおそれがない。また、切目線Ｋ１２ｄ－２を直線状とすることにより、切目線Ｋ１２
ｄ－２を円弧状（つまり、斜め下方に膨出した円弧状）とする場合に比べて、切目線Ｋ１
２ｄ－２と罫線Ｃ１１との距離を長く確保することができるといえる。
【００６１】
　また、切目線（第２傾斜切目線、底面部側第３切目線）Ｋ１２ｄ－３は、切目線Ｋ１２
ｄ－１側から切目線Ｋ１２ｃ側にいくに従い上側となるように、正面部１０の上辺１０ａ
や下辺１０ｂに対して傾斜した直線状に形成されている。つまり、切目線Ｋ１２ｄ－３は
、正面部１０の右側面側の辺部（第２辺部、第３辺部）１０ｃ側にいくに従い、正面部１
０の下辺１０ｄからの距離が長くなるように形成されている。このように、切目線Ｋ１２
ｄ－３を罫線Ｃ１２と同様に右側面側にいくに従い上側となるように正面部１０の上辺や
下辺に対して傾斜した構成とすることにより、切目線１２ｄ－３と罫線Ｃ１２間の距離を
なるべく長く確保することができ、包装箱Ａを落下させて罫線Ｃ１２を介して正面部１０
が折曲した場合の影響を小さくすることができ、切目線１２ｄ－３の破断を防止すること
ができる。つまり、切目線Ｋ１２ｄを横方向の直線状の切目線とすると、切目線Ｋ１２ｃ
との角部が罫線Ｃ１２に近接してしまい、包装箱Ａを落下させて罫線Ｃ１２を介して正面
部１０が折曲した場合に、該角部の切目線が破断するおそれがあるが、本実施例の場合に
は、そのようなおそれがない。また、切目線Ｋ１２ｄ－３を直線状とすることにより、切
目線Ｋ１２ｄ－３を円弧状（つまり、斜め下方に膨出した円弧状）とする場合に比べて、
切目線Ｋ１２ｄ－３と罫線Ｃ１２との距離を長く確保することができるといえる。
【００６２】
　また、切目線Ｋ１４は、切目線Ｋ１２ａから連設され、切目線Ｋ１２ａの下側に略円弧
状（具体的には、半円状）に形成されている。
【００６３】
　また、切目線（左第１切目線）Ｋ１５は、切目線Ｋ１２ｂの上端から下端までの途中位
置（切目線Ｋ１２ｂの下端に近い側の途中位置）から連設され、正面部１０の左側面側の
辺部まで直線状に形成されている（つまり、切目線を構成する切込み２１０が直線状に形
成されている）。切目線Ｋ１５は、正面部１０の左側面側の辺部側にいくほど上側となる
ように正面部１０の上辺や下辺に対して傾斜して形成され、包装箱Ａの展開状態では、切
目線Ｋ１５と切目線Ｋ２２とは１つの直線状に形成されている（切込み２１０が１つの直
線状に配設されている）。
【００６４】
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　また、切目線（右第１切目線）Ｋ１６は、切目線Ｋ１２ｃの上端から下端までの途中位
置（切目線Ｋ１２ｃの下端に近い側の途中位置）から連設され、正面部１０の右側面側の
辺部まで直線状に形成されている（つまり、切目線を構成する切込み２２０が直線状に形
成されている）。切目線Ｋ１６は、正面部１０の右側面側の辺部側にいくほど上側となる
ように正面部１０の上辺や下辺に対して傾斜して形成され、包装箱Ａの展開状態では、切
目線Ｋ１５と切目線Ｋ３２とは１つの直線状に形成されている（切込み２１０が１つの直
線状に配設されている）。
【００６５】
　正面部１０において切目線Ｋ１０が上記のように形成されていることにより、正面部１
０は、切目線Ｋ１２を介して、外側の枠状部１２と、内側の開口蓋部１４とに区画され、
開口蓋部１４は、切目線Ｋ１４を介して、開口蓋部本体１６と押し部１８とに区画されて
いる。すなわち、切目線Ｋ１４と切目線Ｋ１２ａで囲まれた略半円状の領域が押し部１８
であり、開口蓋部１４における押し部１８以外の領域が開口蓋部本体１６である。
【００６６】
　また、切目線（第２切目線）Ｋ２０は、切目線（第２切目線副構成部）Ｋ２２と、切目
線（第２切目線主構成部）Ｋ２４とを有し、切目線Ｋ２２は、切目線Ｋ１５の左側面側の
端部から連続して形成され（「連設され」としてもよい。他においても同じ。）、左側面
部２０の正面側の辺部から背面側に行くに従い上側となる方向に形成され、切目線Ｋ２４
は、切目線Ｋ２２の背面側の端部から連続して形成され、背面側にいくに従い下側となる
方向に形成されている。
【００６７】
　切目線Ｋ２２、Ｋ２４は、複数の切込み２１０を間隔を介して列状に配置することによ
り形成されている。
【００６８】
　切目線Ｋ２２における複数の切込み２１０の配設方向は、左側面部２０の正面側の端部
から背面側にいくに従い上方となるように（つまり、水平方向（例えば、左側面部２０の
下辺の方向）に対して斜め上方に傾斜して）直線状に形成され、切目線Ｋ２４における複
数の切込み２１０の配設方向は、切目線Ｋ２４の背面側の端部から背面側にいくに従い下
方となるように（つまり、斜め下方に傾斜して）直線状に形成されている。つまり、切目
線Ｋ２４は、背面側から正面側にいくに従い上方となるように（つまり、水平方向に対し
て斜め上方に傾斜して）直線状に形成されている。なお、左側面部２０の下辺に対する傾
斜角度としては、切目線Ｋ２２が切目線Ｋ２４よりも大きく形成され、切目線Ｋ２４は、
背面側から正面側に向けてなだらかな上向きとなっていて、切目線Ｋ２２は、正面側から
背面側に向けて、切目線Ｋ２４よりも大きな角度で上向きとなっている。切目線Ｋ２２は
、切目線Ｋ２４の正面側の端部から左側面部２０の正面側の辺部まで形成され、正面側に
いくほど下側となるように形成されている。
【００６９】
　切目線Ｋ２４の正面側の端部から背面側の端部までの前後方向の長さ（左側面部２０の
下辺の方向の長さ）Ｌ２４は、切目線Ｋ２２の正面側の端部から背面側の端部までの前後
方向の長さ（左側面部２０の下辺の方向の長さ）Ｌ２２よりも長く形成されている（つま
り、長さＬ２４は、左側面部２０の背面側の端部から正面側の端部までの前後方向の長さ
Ｌ２０の半分以上の長さを有している）。なお、具体的には、長さＬ２２は、長さＬ２０
の１／４～１／３とする（つまり、長さＬ２４は、長さＬ２０の２／３～３／４とする）
。
【００７０】
　また、切目線Ｋ２４における下左側面部２２と背面側領域２７間の部分の切目線Ｋ２４
－１の前後方向の長さＬ２４－１は、長さＬ２０の１／３（略１／３としてもよい）とな
っている。すなわち、切目線Ｋ２４－１の前後方向の長さは、切目線Ｋ２０の切目線Ｋ２
４－１以外の部分の前後方向の長さの半分と同一（略同一としてもよい）である。つまり
、長さＬ２４－１を、長さＬ２０の１／３（略１／３としてもよい）とすることにより、
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背面側領域２７が正面側領域２６に対して回動しやすく、切目線Ｋ２４－１を破断しやす
い。切目線Ｋ２４－１は、切目線Ｋ２４の一部であり、切目線Ｋ２４と折れ線Ｃ２１の接
点（折れ線Ｃ２１が切目線Ｋ２４と接していない場合には、折れ線Ｃ２１の延長線の切目
線Ｋ２４との接点）から切目線Ｋ２４の背面側の端部までとなる。下左側面部２２、背面
側領域２７、折れ線Ｃ２１については、後述する。
【００７１】
　なお、包装箱Ａの展開状態においては、切目線Ｋ１５と切目線Ｋ２２とで、切込みＫ２
１０が１つの直線状に配設されている。
【００７２】
　また、切目線（第３切目線）Ｋ３０は、切目線（第３切目線副構成部）Ｋ３２と、切目
線（第３切目線主構成部）Ｋ３４とを有し、切目線Ｋ３２は、切目線Ｋ１６の右側面側の
端部から連続して形成され、右側面部３０の正面側の辺部から背面側に行くに従い上側と
なる方向に形成され、切目線Ｋ３４は、切目線Ｋ３２の背面側の端部から連続して形成さ
れ、背面側にいくに従い下側となる方向に形成されている。つまり、切目線Ｋ３０は、切
目線Ｋ２０と左右対称に形成され（つまり、包装箱Ａの展開状態では、線対称に形成され
）、切目線Ｋ３２は、切目線Ｋ２２と左右対称に形成され、切目線Ｋ３４は、切目線Ｋ２
４と左右対称に形成されている。
【００７３】
　切目線Ｋ３２、Ｋ３４は、複数の切込み２２０を間隔を介して列状に配置することによ
り形成されている。
【００７４】
　切目線Ｋ３２における複数の切込み２２０の配設方向は、右側面部３０の正面側の端部
から背面側にいくに従い上方となるように（つまり、斜め上方に傾斜して）直線状に形成
され、切目線Ｋ３４における複数の切込み２２０の配設方向は、切目線Ｋ３２の背面側の
端部から背面側にいくに従い下方となるように（つまり、斜め下方に傾斜して）直線状に
形成されている。つまり、切目線Ｋ３４は、背面側から正面側にいくに従い上方となるよ
うに（つまり、斜め上方に傾斜して）直線状に形成されている。なお、右側面部３０の下
辺に対する傾斜角度としては、切目線Ｋ３２が切目線Ｋ３４よりも大きく形成され、切目
線Ｋ３４は、背面側から正面側に向けてなだらかな上向きとなっていて、切目線Ｋ３２は
、正面側から背面側に向けて、切目線Ｋ３４よりも大きな角度で上向きとなっている。切
目線Ｋ３２は、切目線Ｋ３４の正面側の端部から右側面部３０の正面側の辺部まで形成さ
れ、正面側にいくほど下側となるように形成されている。
【００７５】
　切目線Ｋ３４の正面側の端部から背面側の端部までの前後方向の長さ（右側面部３０の
下辺の方向の長さ）Ｌ３４は、切目線Ｋ３２の正面側の端部から背面側の端部までの前後
方向の長さ（右側面部３０の下辺の方向の長さ）Ｌ３２よりも長く形成されている（つま
り、長さＬ３４は、右側面部３０の背面側の端部から正面側の端部までの前後方向の長さ
Ｌ３０の半分以上の長さを有している）。なお、具体的には、長さＬ３２は、長さＬ３０
の１／４～１／３とする（つまり、長さＬ３４は、長さＬ３０の２／３～３／４とする）
。
【００７６】
　また、切目線Ｋ３４における下左側面部３２と背面側領域３７間の部分の切目線Ｋ３４
－１の前後方向の長さＬ３４－１は、長さＬ３０の１／３（略１／３としてもよい）とな
っている。すなわち、切目線Ｋ３４－１の前後方向の長さは、切目線Ｋ３０の切目線Ｋ３
４－１以外の部分の前後方向の長さの半分と同一（略同一としてもよい）である。つまり
、長さＬ３４－１を、長さＬ３０の１／３（略１／３としてもよい）とすることにより、
背面側領域３７が正面側領域３６に対して回動しやすく、切目線Ｋ３４－１を破断しやす
い。切目線Ｋ３４－１は、切目線Ｋ３４の一部であり、切目線Ｋ３４と折れ線Ｃ３１の接
点（折れ線Ｃ３１が切目線Ｋ３４と接していない場合には、折れ線Ｃ３１の延長線の切目
線Ｋ３４との接点）から切目線Ｋ３４の背面側の端部までとなる。下左側面部３２、背面
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側領域３７、折れ線Ｃ３１については、後述する。
【００７７】
　これにより、上側構成部Ａ－２を上側に引っ張ることにより、切目線Ｋ２０、Ｋ３０に
おける前後方向の半分以上の長さを破断することができる。
【００７８】
　なお、包装箱Ａの展開状態においては、切目線Ｋ１５と切目線Ｋ３２とで、切込みＫ２
２０が１つの直線状に配設されている。
【００７９】
　また、切目線（第４切目線）Ｋ４０は、左右方向に直線状に形成された切目線Ｋ４１と
、切目線Ｋ４１の左側面側の端部から形成された切目線Ｋ４２と、切目線Ｋ４１の右側面
側の端部から形成された切目線Ｋ４３とを有している。
【００８０】
　切目線Ｋ４１は、左右方向に直線状に形成され、正面部１０の上辺や下辺と平行に形成
されている。また、切目線Ｋ４２は、切目線Ｋ４１の左側面側の端部から連続して形成さ
れ、切目線Ｋ４３は、切目線Ｋ４１の右側面側の端部から連続して形成されている。切目
線Ｋ４０は、左右線対称に形成されている。
【００８１】
　切目線Ｋ４１は、背面部４０の上下方向における略中央位置に形成され、左右方向にお
いて背面部４０の中央位置に形成され、左右方向の中心位置の直線状の切込みを挟んで切
込み２１０と切込み２２０とが直線状に配置されている。
【００８２】
　切目線Ｋ４２は、複数の切込み２１０を間隔を介して列状に配置することにより形成さ
れ、切目線Ｋ４３は、複数の切込み２２０を間隔を介して列状に配置することにより形成
されている。
【００８３】
　切目線Ｋ４２における複数の切込み２１０の配設方向は、切目線Ｋ４１側から背面部４
０の左側面側の端部（切目線Ｋ２４側）にいくに従い上側となるように（つまり、斜め上
方に傾斜して）直線状に形成され、切目線Ｋ４３における複数の切込み２２０の配設方向
は、切目線Ｋ４１側から背面部４０の右側面側の端部にいくに従い上側となるように（つ
まり、斜め上方に傾斜して）直線状に形成されている。つまり、切目線Ｋ４２、Ｋ４３は
背面部４０の外側にいくほど上側となるように傾斜して形成されている。
【００８４】
　なお、切目線Ｋ４２の背面部４０の下辺に対する傾斜角度は、切目線Ｋ２４の左側面部
２０の下辺に対する傾斜角度と同一（略同一としてもよい）であり、包装箱Ａの展開状態
においては、切目線Ｋ２４と切目線Ｋ４２とで切込み２１０が１つの直線状に配設されて
いる。また、切目線Ｋ４３の背面部４０の下辺に対する傾斜角度は、切目線Ｋ３４の右側
面部３０の下辺に対する傾斜角度と同一（略同一としてもよい）である。よって、隣接す
る切目線の傾斜角度が同一であるので、切目線Ｋ４２から切目線Ｋ２４にかけて極めてス
ムーズに破断することができ、また、切目線Ｋ４３から切目線Ｋ３４にかけて極めてスム
ーズに破断することができる。
【００８５】
　また、切目線Ｋ４９は、糊代部４９に形成されていて、切目線Ｋ４３の右側面側の端部
から連続して形成され、直線状の切込み（連続した切込み）により形成され、切目線Ｋ４
９は、背面部４０側の端部から糊代部４９の先端側にいくほど上方となるように（つまり
、斜め上方に傾斜して）形成されている。この切目線Ｋ４９は、切目線Ｋ３４－１の背面
側の端部と一致して形成され、糊代部４９を右側面部３０に接着した状態では、切目線Ｋ
４９は、切目線Ｋ３４－１の背面側の端部と重なり合っている。
【００８６】
　また、切目線Ｋ４１からは一対の切目線Ｋ４４、Ｋ４５が左右両側に下方に向けて形成
されている。つまり、切目線Ｋ４４は、切目線Ｋ４１の左側面側の端部近傍（切目線Ｋ４
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１の左側面側の端部としてもよい）から連設され、下方に向けて（背面部４０の下辺に対
して直角の方向に）形成され、切目線Ｋ４５は、切目線Ｋ４１の右側面側の端部近傍（切
目線Ｋ４１の右側面側の端部としてもよい）から連設され、下方に向けて（背面部４０の
下辺に対して直角の方向に）形成されている。切目線Ｋ４４と切目線Ｋ４５とは同一の長
さに形成され、互いに平行に形成され、ともに直線状の切込み（連続した切込み）により
形成されている。また、切目線Ｋ４４の下端と切目線Ｋ４５の下端を結ぶ折れ線Ｃ４１が
形成され、具体的には、背面部４０の内側の面に折れ線Ｃ４１に沿って折曲げ用の罫線が
形成されている。なお、切目線Ｋ４４、Ｋ４５を切込みではなく、切断予定線により形成
してもよい。つまり、切目線Ｋ４４、Ｋ４５は、連続した切込みと切断予定線のいずれに
より形成してもよい。
【００８７】
　以上のように、切目線Ｋ４２の切目線Ｋ４１側の端部から切目線Ｋ２０を経て切目線Ｋ
１５の切目線Ｋ１２ｂ側の端部までの連続した切目線Ｋ５－１が切込み２１０により形成
され、また、切目線Ｋ４３の切目線Ｋ４１側の端部から切目線Ｋ３０を経て切目線Ｋ１６
の切目線Ｋ１２ｃ側の端部までの連続した切目線Ｋ５－２が切込み２２０により形成され
ている。切目線Ｋ５－１における開封方向は、切目線Ｋ４２の切目線Ｋ４１側の端部から
切目線Ｋ２０を経て切目線Ｋ１５の切目線Ｋ１２ｂ側の端部に至る方向であり、切目線Ｋ
５－２の開封方向は、切目線Ｋ４３の切目線Ｋ４１側の端部から切目線Ｋ３０を経て切目
線Ｋ１６の切目線Ｋ１２ｃ側の端部に至る方向である。
【００８８】
　なお、包装箱Ａにおいて、切目線Ｋ５を介して下側の部分が下側構成部Ａ－１となり、
上側の部分が上側構成部Ａ－２となる。なお、下側構成部Ａ－１は、正面部１０において
は、枠状部１２における切目線Ｋ１５、Ｋ１６よりも下側の領域を有し、上側構成部Ａ－
２は、正面部１０においては、枠状部１２における切目線Ｋ１５、Ｋ１６よりも上側の領
域を有する。
【００８９】
　また、包装箱Ａにおいては、正面部（特定側面部）１０に罫線Ｃ１１、Ｃ１２が形成さ
れている。罫線Ｃ１１、Ｃ１２は、正面部１０の内側の面に形成されている。罫線Ｃ１１
、Ｃ１２は折曲げ用の罫線であり、罫線Ｃ１１、Ｃ１２に沿って線状の窪みが形成されて
いる。
【００９０】
　すなわち、罫線（第１罫線）Ｃ１１は、正面部１０の下辺（底面部５０側の辺部（第１
辺部））１０ｄの左側面側の端部から右側面側の端部までの途中位置（第１途中位置）Ｐ
１１から正面部１０の左側面側の辺部（第２辺部）１０ｂの下端から上端までの途中位置
（第２途中位置）Ｑ１１まで直線状に形成され、正面部１０の下辺に対して傾斜して形成
されている。また、正面部１０の左側面側で下側の角部Ｒ１１から途中位置Ｐ１１までの
長さと正面部１０の左側面側で下側の角部Ｒ１１から途中位置Ｑ１１までの長さは略同一
に形成され、罫線Ｃ１１の正面部１０の下辺に対する角度は略４５度となっている。罫線
Ｃ１１は、正面部１０における底面部５０側で左側面部２０側のの角部（第１角部）Ｒ１
１を含む領域である角部領域（第１角部領域）ＫＲ１１に形成されている。
【００９１】
　角部Ｒ１１は、正面部１０の下辺１０ｄと正面部１０の左側面側の辺部１０ｂとがなす
角部であり、正面部１０の下辺１０ｄと正面部１０の左側面側の辺部１０ｂとがなす先端
部分（正面部１０の下端と左側面側の端部がなす先端部分としてもよい）であり、厳密に
は、正面部１０の下辺１０ｄの左側面側の端部と正面部１０の左側面側の辺部１０ｂの下
端とが接する場合には、正面部１０の下辺１０ｄの左側面側の端部と正面部１０の左側面
側の辺部１０ｂの下端とが接する位置であり、該端部と下端が接しない場合には、角部Ｒ
１１は、正面部１０の下辺１０ｄの左側面側の端部との距離と正面部１０の左側面側の辺
部１０ｂの下端との距離が同一（略同一としてもよい）で、２つの距離がともに最短とな
る位置となる。なお、角部Ｒ１１を、正面部１０の下端と左側面側の端部の位置とを含む
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領域（正面部１０の下辺１０ｄの左側面側の端部と正面部１０の左側面側の辺部１０ｂの
下端を含む領域（先端領域））（角部領域ＫＲ１１よりも小さい領域）としてもよい。
【００９２】
　また、角部領域ＫＲ１１は、角部Ｒ１１を含むとともに、正面部１０の下辺１０ｄと正
面部１０の左側面側の辺部１０ｂとで囲まれた角部Ｒ１１側の領域であり、例えば、途中
位置Ｐ１１を通り辺部１０ｂと平行な仮想線（途中位置Ｐ１１よりも右側面側を通り辺部
１０ｂと平行な仮想線としてもよい）と、途中位置Ｑ１１を通り下辺１０ｄと平行な仮想
線（途中位置Ｑ１１よりも上側を通り下辺１０ｄと平行な仮想線としてもよい）と、辺部
１０ｂと、下辺１０ｄとで囲まれる方形状の領域であり、この領域内に罫線Ｃ１１が設け
られている。なお、角部領域ＫＲ１１は、方形状でなくてもよく、角部Ｒ１１を有する領
域で、罫線Ｃ１１を内側に有する領域であればよい。
【００９３】
　なお、罫線Ｃ１１は、切目線Ｋ１０とは接しておらず、例えば、切目線Ｋ１２ｄ－２と
罫線Ｃ１１とは間隔を介して形成されている。また、正面部１０の左側面側で下側の角部
Ｒ１１と切目線Ｋ１２ｄとは、罫線Ｃ１１を挟んで互いに反対側に位置している。
【００９４】
　また、罫線Ｃ１１は、途中位置Ｐ１１や途中位置Ｑ１１まで形成されていなくてもよく
、罫線Ｃ１１の端部が、途中位置Ｐ１１に向かう途中位置まで形成されたものとしてもよ
く（つまり、罫線Ｃ１１の途中位置Ｐ１１側の端部と途中位置Ｐ１１との間には間隔が形
成されている）、また、罫線Ｃ１１の端部が、途中位置Ｑ１１に向かう途中位置まで形成
されたものとしてもよい（つまり、罫線Ｃ１１の途中位置Ｑ１１側の端部と途中位置Ｑ１
１との間には間隔が形成されている）。つまり、罫線Ｃ１１が、途中位置Ｐ１１と途中位
置Ｑ１１の間の位置に、途中位置Ｐ１１と途中位置Ｑ１１を結ぶ方向に形成（「直線状に
形成」としてもよい）されていればよい。
【００９５】
　なお、切目線Ｋ１２（特に、切目線Ｋ１２ｄ）は、罫線Ｃ１１を挟んで罫線Ｃ１１が形
成された角部領域ＫＲ１１における角部Ｒ１１とは反対側に形成されている。
【００９６】
　また、罫線（第２罫線）Ｃ１２は、正面部１０の下辺の右側面側の端部から左側面側の
端部までの途中位置（第１途中位置、第３途中位置）Ｐ１２から正面部１０の右側面側の
辺部（第２辺部、第３辺部）１０ｃの下端から上端までの途中位置（第２途中位置、第４
途中位置）Ｑ１２まで直線状に形成され、正面部１０の下辺に対して傾斜して形成されて
いる。また、正面部１０の右側面側で下側の角部Ｒ１２から途中位置Ｐ１２までの長さと
正面部１０の左側面側で下側の角部Ｒ１２から途中位置Ｑ１２までの長さは略同一に形成
され、罫線Ｃ１２の正面部１０の下辺に対する角度は略４５度となっている。罫線Ｃ１２
は、正面部１０における底面部５０側で右側面部３０側のの角部（第２角部）Ｒ１２を含
む領域である角部領域（第２角部領域）ＫＲ１２に形成されている。
【００９７】
　角部Ｒ１２は、正面部１０の下辺１０ｄと正面部１０の右側面側の辺部１０ｃとがなす
角部であり、正面部１０の下辺１０ｄと正面部１０の右側面側の辺部１０ｃとがなす先端
部分（正面部１０の下端と右側面側の端部がなす先端部分としてもよい）であり、厳密に
は、正面部１０の下辺１０ｄの右側面側の端部と正面部１０の右側面側の辺部１０ｃの下
端とが接する場合には、正面部１０の下辺１０ｄの右側面側の端部と正面部１０の右側面
側の辺部１０ｃの下端とが接する位置であり、該端部と下端が接しない場合には、角部Ｒ
１２は、正面部１０の下辺１０ｄの右側面側の端部との距離と正面部１０の右側面側の辺
部１０ｃの下端との距離が同一（略同一としてもよい）で、２つの距離がともに最短とな
る位置となる。なお、角部Ｒ１２を、正面部１０の下端と右側面側の端部の位置とを含む
領域（正面部１０の下辺１０ｄの右側面側の端部と正面部１０の右側面側の辺部１０ｃの
下端を含む領域（先端領域））（角部領域ＫＲ１２よりも小さい領域）としてもよい。
【００９８】
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　また、角部領域ＫＲ１２は、角部Ｒ１２を含むとともに、正面部１０の下辺１０ｄと正
面部１０の右側面側の辺部１０ｃとで囲まれた角部Ｒ１２側の領域であり、例えば、途中
位置Ｐ１２を通り辺部１０ｃと平行な仮想線（途中位置Ｐ１２よりも左側面側を通り辺部
１０ｃと平行な仮想線としてもよい）と、途中位置Ｑ１２を通り下辺１０ｄと平行な仮想
線（途中位置Ｑ１２よりも上側を通り下辺１０ｄと平行な仮想線としてもよい）と、辺部
１０ｃと、下辺１０ｄとで囲まれる方形状の領域であり、この領域内に罫線Ｃ１２が設け
られている。なお、角部領域ＫＲ１２は、方形状でなくてもよく、角部Ｒ１２を有する領
域で、罫線Ｃ１２を内側に有する領域であればよい。
【００９９】
　なお、罫線Ｃ１２は、切目線Ｋ１０とは接しておらず、例えば、切目線Ｋ１２ｄ－３と
罫線Ｃ１２とは間隔を介して形成されている。また、正面部１０の右側面側で下側の角部
Ｒ１２と切目線Ｋ１２ｄとは、罫線Ｃ１２を挟んで互いに反対側に位置している。
【０１００】
　また、罫線Ｃ１２は、途中位置Ｐ１２や途中位置Ｑ１２まで形成されていなくてもよく
、罫線Ｃ１２の端部が、途中位置Ｐ１２に向かう途中位置まで形成されたものとしてもよ
く（つまり、罫線Ｃ１２の途中位置Ｐ１２側の端部と途中位置Ｐ１２との間には間隔が形
成されている）、また、罫線Ｃ１２の端部が、途中位置Ｑ１２に向かう途中位置まで形成
されたものとしてもよい（つまり、罫線Ｃ１２の途中位置Ｑ１２側の端部と途中位置Ｑ１
２との間には間隔が形成されている）。つまり、罫線Ｃ１２が、途中位置Ｐ１２と途中位
置Ｑ１２の間の位置に、途中位置Ｐ１２と途中位置Ｑ１２を結ぶ方向に形成（「直線状に
形成」としてもよい）されていればよい。
【０１０１】
　なお、切目線Ｋ１２（特に、切目線Ｋ１２ｄ）は、罫線Ｃ１２を挟んで罫線Ｃ１２が形
成された角部領域ＫＲ１２における角部Ｒ１２とは反対側に形成されている。
【０１０２】
　罫線Ｃ１１、Ｃ１２は、正面部１０の内側の面に形成されているとしたが、外側の面に
形成してもよい。
【０１０３】
　また、罫線Ｃ１１、Ｃ１２は、被収納物を収納した包装箱Ａを落下させた際に、切目線
Ｋ１０が破断するのを防止するために、切目線Ｋ１０（特に、切目線Ｋ１２）と所定距離
以上離れて設けられている。
【０１０４】
　すなわち、図１１に示すように、切目線Ｋ１０は、罫線Ｃ１１と平行で、罫線Ｃ１１を
挟んで角部Ｒ１１とは反対側の仮想線Ｊ１１よりも内側（角部Ｒ１１側や罫線Ｃ１１側と
は反対側）に形成され、同様に、切目線Ｋ１０は、罫線Ｃ１２と平行で、罫線Ｃ１２を挟
んで角部Ｒ１２とは反対側の仮想線Ｊ１２よりも内側（角部Ｒ１２側や罫線Ｃ１２側とは
反対側）に形成されている。
【０１０５】
　ここで、仮想線Ｊ１１は、途中位置Ｐ１１を通り辺部１０ｂと平行な仮想線（直線の仮
想線）と途中位置Ｑ１１を通り下辺１０ｄと平行は仮想線（直線の仮想線）の交点Ｗ１１
ａから罫線Ｃ１１への垂線を設け、該垂線と罫線Ｃ１１との交点Ｗ１１ｂと交点Ｗ１１ａ
間を結ぶ仮想線（直線の仮想線）の中点（交点Ｗ１１ａと交点Ｗ１１ｂの等距離の点）Ｗ
１１ｃを通るとともに、罫線Ｃ１１と平行な仮想線である。つまり、仮想線Ｊ１１は、交
点Ｗ１１ａから罫線Ｃ１１までの長さの半分の長さを介して罫線Ｃ１１と離れている。
【０１０６】
　また、仮想線Ｊ１２は、途中位置Ｐ１２を通り辺部１０ｃと平行な仮想線（直線の仮想
線）と途中位置Ｑ１２を通り下辺１０ｄと平行は仮想線（直線の仮想線）の交点Ｗ１２ａ
から罫線Ｃ１２への垂線を設け、該垂線と罫線Ｃ１２との交点Ｗ１２ｂと交点Ｗ１２ａ間
を結ぶ仮想線（直線の仮想線）の中点（交点Ｗ１２ａと交点Ｗ１２ｂの等距離の点）Ｗ１
２ｃを通るとともに、罫線Ｃ１２と平行な仮想線である。つまり、仮想線Ｊ１２は、交点
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Ｗ１２ａから罫線Ｃ１２までの長さの半分の長さを介して罫線Ｃ１２と離れている。
【０１０７】
　このように、切目線Ｋ１０は、罫線Ｃ１１、Ｃ１２と所定距離離れて形成されているの
で、包装箱Ａが落下して正面部１０が罫線Ｃ１１や罫線Ｃ１２を介して折れ曲がっても、
切目線Ｋ１０（特に、切目線Ｋ１２）の破断をより確実に防止することができる。
【０１０８】
　また、包装箱Ａにおいては、背面部４０に折れ線Ｃ４２、Ｃ４３が設けられ、左側面部
２０には、折れ線Ｃ２１が設けられ、右側面部３０には、折れ線Ｃ３１が設けられ、糊代
部４９に折れ線Ｃ４９が設けられている。
【０１０９】
　すなわち、折れ線（第１折れ線）Ｃ４２は、切目線Ｋ４１と切目線Ｋ４４の接点の位置
から背面部４０の横方向における外側（左側面側）に向けて斜め上方に直線状に形成され
、折れ線Ｃ４２の上側の端部は、背面部４０の左側面側上端の角部に位置している。具体
的には、背面部４０の内側の面に折れ線Ｃ４２に沿って折曲げ用の罫線が形成されている
。
【０１１０】
　また、折れ線（第２折れ線）Ｃ４３は、切目線Ｋ４１と切目線Ｋ４５の接点の位置から
背面部４０の横方向における外側（右側面側）に向けて斜め上方に直線状に形成され、折
れ線Ｃ４３の上側の端部は、背面部４０の右側面側上端の角部に位置している。具体的に
は、背面部４０の内側の面に折れ線Ｃ４３に沿って折曲げ用の罫線が形成されている。
【０１１１】
　つまり、折れ線Ｃ４２は、背面部４０の左側面側上端の角部から形成され、折れ線Ｃ４
３は、背面部４０の右側面側の上端の角部から形成され、切目線Ｋ４０側にいくに従い折
れ線Ｃ４２と折れ線Ｃ４３間の長さが短くなるように形成されている。折れ線Ｃ４２に沿
って形成された罫線は、背面部４０の左側面側上端の角部から切目線Ｋ４０まで形成され
ているが、該罫線の下端と切目線４０との間に間隔を設ける構成でもよく、該罫線の上端
と背面部４０の左側面側上端の角部との間に間隔を設ける構成でもよい。つまり、背面部
４０の左側面側上端の角部である（第３角部）と切目線Ｋ４０の左側面側の端部から右側
面側の端部までの途中位置（第５途中位置）（具体的には、切目線Ｋ４１と切目線Ｋ４４
の接点の位置）の間の位置に第３角部と第５途中位置とを結ぶ方向に形成されていればよ
い。
【０１１２】
　同様に、折れ線Ｃ４３に沿って形成された罫線は、背面部４０の右側面側上端の角部か
ら切目線Ｋ４０まで形成されているが、該罫線の下端と切目線４０との間に間隔を設ける
構成でもよく、該罫線の上端と背面部４０の右側面側上端の角部との間に間隔を設ける構
成でもよい。つまり、背面部４０の右側面側上端の角部である（第４角部）と切目線Ｋ４
０の右側面側の端部から左側面側の端部までの途中位置で第５途中位置よりも右側面側の
途中位置（第６途中位置）（具体的には、切目線Ｋ４１と切目線Ｋ４５の接点の位置）の
間の位置に第４角部と第６途中位置とを結ぶ方向に形成されていればよい。
【０１１３】
　また、折れ線（第３折れ線）Ｃ２１は、切目線Ｋ２４の途中位置（すなわち、背面側の
端部から正面側の端部への途中位置）から背面側に向けて斜め上方に直線状に形成され、
折れ線Ｃ２１の上側の端部は、左側面部２０の背面上側の角部に位置している。つまり、
折れ線Ｃ２１は、左側面部２０の背面側上端の角部から切目線Ｋ２４の途中位置に向けて
形成されている。具体的には、左側面部２０の内側の面に折れ線Ｃ２１に沿って折曲げ用
の罫線が形成されている。該罫線の一方の端部は、左側面部２０の背面上側の角部（第５
角部）に位置し、該罫線の他方の端部は、切目線Ｋ２４の途中位置（第７途中位置）に位
置するが、罫線は、左側面部２０の背面上側の角部や切目線Ｋ２４の途中位置まで形成さ
れていなくてもよく、罫線の端部が、該角部に向かう途中位置まで形成されたものとして
もよく（つまり、罫線の該角部側の端部と該角部との間には間隔が形成されている）、ま
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た、罫線の端部が、切目線Ｋ２４の途中位置に向かう途中位置まで形成されたものとして
もよい（つまり、罫線の切目線Ｋ２４の途中位置側の端部と切目線Ｋ２４の途中位置との
間には間隔が形成されている）。つまり、罫線（折れ線Ｃ２１としてもよい）が、左側面
部２０の背面上側の角部と切目線Ｋ２４の途中位置との間の位置に、左側面部２０の背面
上側の角部と切目線Ｋ２４の途中位置を結ぶ方向に直線状に形成されていればよい。
【０１１４】
　また、折れ線（第４折れ線）Ｃ３１は、切目線Ｋ３４の途中位置（すなわち、背面側の
端部から正面側の端部への途中位置）から背面側に向けて斜め上方に直線状に形成され、
折れ線Ｃ３１の上側の端部は、右側面部３０の背面上側の角部に位置している。つまり、
折れ線Ｃ３１は、右側面部３０の背面側上端の角部から切目線Ｋ２４の途中位置に向けて
形成されている。具体的には、右側面部３０の内側の面に折れ線Ｃ３１に沿って折曲げ用
の罫線が形成されている。該罫線の一方の端部は、右側面部３０の背面上側の角部（第６
角部）に位置し、該罫線の他方の端部は、切目線Ｋ３４の途中位置（第８途中位置）に位
置するが、罫線は、右側面部３０の背面上側の角部や切目線Ｋ３４の途中位置まで形成さ
れていなくてもよく、罫線の端部が、該角部に向かう途中位置まで形成されたものとして
もよく（つまり、罫線の該角部側の端部と該角部との間には間隔が形成されている）、ま
た、罫線の端部が、切目線Ｋ３４の途中位置に向かう途中位置まで形成されたものとして
もよい（つまり、罫線の切目線Ｋ３４の途中位置側の端部と切目線Ｋ３４の途中位置との
間には間隔が形成されている）。つまり、罫線（折れ線Ｃ３１としてもよい）が、右側面
部３０の背面上側の角部と切目線Ｋ３４の途中位置との間の位置に、右側面部３０の背面
上側の角部と切目線Ｋ３４の途中位置を結ぶ方向に直線状に形成されていればよい。
【０１１５】
　また、折れ線Ｃ４９は、糊代部４９の上側で背面部４０側の角部から折れ線Ｃ４８に対
して傾斜して直線状に形成され、折れ線Ｃ４９の折れ線Ｃ４８に対する角度は、折れ線Ｃ
３１の右側面部３０の背面側の辺部に対する角度と同一に形成され、包装箱Ａを組み立て
た状態では、折れ線Ｃ４９は、折れ線Ｃ３１に沿って設けられる。糊代部４９の内側の面
には、折れ線Ｃ４９に沿って折曲げ用の罫線が形成されている。なお、折れ線Ｃ４９に沿
った罫線は、糊代部４９の上側で背面部４０側の角部まで形成されていなくてもよく、罫
線と該角部間に間隔が形成されていてもよい。
【０１１６】
　また、上記のように、切目線Ｋ５における上記の各切目線や上記の各折れ線が形成され
ていることにより、包装箱Ａを構成する各部は以下のように区画される。
【０１１７】
　すなわち、正面部１０における枠状部１２における切目線Ｋ１５、Ｋ１６よりも下側の
部分が下正面部１２ａとなり、正面部１０の枠状部１２における切目線Ｋ１５、Ｋ１６よ
りも上側の部分が上正面部１２ｂとなる。下正面部１２ａは、略Ｕ字状に形成され、左右
両側を除く部分が低く形成されている。
【０１１８】
　また、左側面部２０における切目線Ｋ２０よりも下側の部分が下左側面部２２となり、
左側面部２０における切目線Ｋ２０よりも上側の部分が上左側面部２５となる。また、上
左側面部２５において、折れ線Ｃ２１よりも正面側の領域が正面側領域（第１正面側領域
）２６となり、折れ線Ｃ２１よりも背面側の領域が背面側領域（第１背面側領域）２７と
なる。つまり、上左側面部２５は、折れ線Ｃ２１を介して、正面側領域２６と背面側領域
２７とに区画されている。
【０１１９】
　また、右側面部３０における切目線Ｋ３０よりも下側の部分が下右側面部３２となり、
右側面部３０における切目線Ｋ３０よりも上側の部分が上右側面部３５となる。また、上
右側面部３５において、折れ線Ｃ３１よりも正面側の領域が正面側領域（第２正面側領域
）３６となり、折れ線Ｃ３１よりも背面側の領域が背面側領域（第２背面側領域）３７と
なる。つまり、上右側面部３５は、折れ線Ｃ３１を介して、正面側領域３６と背面側領域
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３７とに区画されている。
【０１２０】
　また、背面部４０における切目線Ｋ４０よりも下側の部分が下背面部４２となり、背面
部４０における切目線Ｋ４０よりも上側の部分が上背面部４５となる。また、下背面部４
２において切目線Ｋ４１、Ｋ４４、Ｋ４５と折れ線Ｃ４１により囲まれた領域が押し部４
４となり、下背面部４２における押し部４４以外の領域が下背面部本体４３となる。また
、上背面部４５において、折れ線Ｃ４２と折れ線Ｃ４３により挟まれた領域が中央領域４
６となり、折れ線Ｃ４２よりも左側面側の領域が左側領域４７となり、折れ線Ｃ４３より
も右側面側の領域が右側領域４８となる。つまり、上背面部４５は、折れ線Ｃ４２と折れ
線Ｃ４３を介して、中央領域４６と左側領域４７と右側領域４８とに区画されている。
【０１２１】
　なお、折れ線Ｃ４２としての罫線の下端と切目線４０との間に間隔を設け、折れ線Ｃ４
２としての罫線の上端と背面部４０の左側面側上端の角部との間に間隔を設ける構成とし
、折れ線Ｃ４３としての罫線の下端と切目線４０との間に間隔を設け、折れ線Ｃ４３とし
ての罫線の上端と背面部４０の右側面側上端の角部との間に間隔を設ける構成とした場合
には、中央領域４６は、厳密には、「折れ線Ｃ４２又は折れ線Ｃ４２及びその延長線と折
れ線Ｃ４３又は折れ線Ｃ４３及びその延長線の間の領域」といえるが、その場合も、中央
領域４６は、折れ線Ｃ４２と折れ線Ｃ４３間の領域であるといえる。
【０１２２】
　糊代部４９における切目線Ｋ４９よりも下側の部分が糊代下側部４９－１となり、糊代
部４９における切目線Ｋ４９よりも上側の部分が糊代上側部４９－２となる。
【０１２３】
　また、底面部５０は、第１片部１６０と、第２片部１７０と、第３片部１８０と、第４
片部１９０とを有し、包装箱Ａの組立て状態においては、略方形状の外形を呈している。
【０１２４】
　ここで、第１片部１６０は、正面部１０の下辺から折れ線を介して連設され、方形状（
具体的には、長方形状）における先端側の一対の角部を斜めに面取りした形状を呈してい
る。第１片部１６０の基端（正面部１０側の辺部）から先端（正面部１０側とは反対側の
辺部）までの長さは、左側面部２０の横方向の長さ（折れ線Ｃ２０と折れ線Ｃ４０間の長
さ））の半分の長さ（略半分の長さとしてもよい）を有し、包装箱Ａを組み立てた状態で
は、第１片部１６０の先端と第４片部１９０の先端とが当接し、第１片部１６０と第４片
部１９０とでスリーブ状部５の底面側を閉じるようになっている。
【０１２５】
　また、第２片部１７０は、左側面部２０の下辺から折れ線を介して連設され、方形状（
具体的には、長方形状）を呈している。第２片部１７０の基端（左側面部２０側の辺部）
から先端（左側面部２０側とは反対側の辺部）までの長さは、正面部１０や背面部４０の
の横方向の長さ（例えば、折れ線Ｃ２０と折れ線Ｃ３０間の長さ））の半分よりも小さく
形成され、包装箱Ａを組み立てた状態では、第２片部１７０の先端と第３片部１８０の先
端の間には隙間が形成される。
【０１２６】
　また、第３片部１８０は、右側面部３０の下辺から折れ線を介して連設され、第２片部
１７０と同大同形状に形成され、方形状（具体的には、長方形状）を呈している。第３片
部１８０の基端（右側面部３０側の辺部）から先端（右側面部３０側とは反対側の辺部）
までの長さは、正面部１０や背面部４０のの横方向の長さ（例えば、折れ線Ｃ２０と折れ
線Ｃ３０間の長さ））の半分よりも小さく形成され、包装箱Ａを組み立てた状態では、第
２片部１７０の先端と第３片部１８０の先端の間には隙間が形成される。
【０１２７】
　また、第４片部１９０は、背面部４０の下辺から折れ線を介して連設され、第１片部１
６０と同大同形状に形成され、方形状（具体的には、長方形状）における先端側の一対の
角部を斜めに面取りした形状を呈している。第４片部１９０の基端（背面部４０側の辺部
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）から先端（背面部４０側とは反対側の辺部）までの長さは、左側面部２０の横方向の長
さ（折れ線Ｃ２０と折れ線Ｃ４０間の長さ））の半分の長さ（略半分の長さとしてもよい
）を有し、第１片部１６０の先端と第４片部１９０の先端とが当接し、第１片部１６０と
第４片部１９０とでスリーブ状部５の底面側を閉じるようになっている。
【０１２８】
　包装箱Ａを組み立てた状態では、第１片部１６０と第４片部１９０は、第２片部１７０
及び第３片部１８０の外側に設けられ、第１片部１６０の内側の面が、第２片部１７０及
び第３片部１８０の面に接着され、第４片部１９０の内側の面が、第２片部１７０及び第
３片部１８０の面に接着される（図２参照）。
【０１２９】
　また、蓋部１１０、１４０とフラップ部１２０、１３０は、包装箱Ａの展開状態におい
て、底面部５０を構成する第１片部１６０～第４片部１９０と線対称に形成されている。
【０１３０】
　すなわち、蓋部１１０は、正面部１０の上辺から折れ線Ｃ１１０を介して連設され、方
形状（具体的には、長方形状）における先端側の一対の角部を斜めに面取りした形状を呈
している。蓋部１１０の基端（正面部１０側の辺部）から先端（正面部１０側とは反対側
の辺部）までの長さは、左側面部２０の横方向の長さ（折れ線Ｃ２０と折れ線Ｃ４０間の
長さ））の半分の長さ（略半分の長さとしてもよい）を有し、蓋部１１０と蓋部１４０を
閉じることにより、蓋部１１０の先端と蓋部１４０の先端とが当接し、蓋部１１０と蓋部
１４０とで包装箱Ａを閉状態とする。なお、折れ線Ｃ１１０に沿って内側の面に折曲げ用
の罫線が形成されている。
【０１３１】
　また、フラップ部１２０は、左側面部２０の上辺から折れ線Ｃ１２０を介して連設され
、方形状（具体的には、長方形状）を呈している。フラップ部１２０の基端（左側面部２
０側の辺部）から先端（左側面部２０側とは反対側の辺部）までの長さは、正面部１０や
背面部４０のの横方向の長さ（例えば、折れ線Ｃ２０と折れ線Ｃ３０間の長さ））の半分
よりも小さく形成され、包装箱Ａの上面を閉状態にした場合には、フラップ部１２０の先
端とフラップ部１３０の先端の間には隙間が形成される。なお、折れ線Ｃ１２０に沿って
内側の面に折曲げ用の罫線が形成されている。
【０１３２】
　また、フラップ部１３０は、右側面部３０の上辺から折れ線Ｃ１３０を介して連設され
、フラップ部１２０と同大同形状に形成され、方形状（具体的には、長方形状）を呈して
いる。フラップ部１３０の基端（右側面部３０側の辺部）から先端（右側面部３０側とは
反対側の辺部）までの長さは、正面部１０や背面部４０のの横方向の長さ（例えば、折れ
線Ｃ２０と折れ線Ｃ３０間の長さ））の半分よりも小さく形成され、包装箱Ａの上面を閉
状態にした場合には、フラップ部１２０の先端とフラップ部１３０の先端の間には隙間が
形成される。なお、折れ線Ｃ１３０に沿って内側の面に折曲げ用の罫線が形成されている
。
【０１３３】
　また、蓋部１４０は、背面部４０の上辺から折れ線Ｃ１４０を介して連設され、蓋部１
１０と同大同形状に形成され、方形状（具体的には、長方形状）における先端側の一対の
角部を斜めに面取りした形状を呈している。第４片部１９０の基端（背面部４０側の辺部
）から先端（背面部４０側とは反対側の辺部）までの長さは、左側面部２０の横方向の長
さ（折れ線Ｃ２０と折れ線Ｃ４０間の長さ））の半分の長さ（略半分の長さとしてもよい
）を有し、蓋部１１０と蓋部１４０を閉じることにより、蓋部１１０の先端と蓋部１４０
の先端とが当接し、蓋部１１０と蓋部１４０とで包装箱Ａを閉状態とする。なお、折れ線
Ｃ１４０に沿って内側の面に折曲げ用の罫線が形成されている。
【０１３４】
　以上のように、これら蓋部１１０、１４０とフラップ部１２０、１３０は、包装箱Ａの
上面を開閉するものであり、特に、蓋部１１０、１４０を閉状態とすることにより包装箱
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Ａの上面が塞がれる。なお、蓋部１１０、１４０とフラップ部１２０、１３０は、予め上
方に立設した状態になっていて、包装箱Ａの上方が開口した状態になっている。なお、蓋
部１１０、１４０は、正面部１０の上辺及び背面部４０の上辺から連設されているが、包
装箱Ａの上面を閉じるための蓋部は、スリーブ状部５を構成する各部における少なくとも
１つの上辺から連設されていればよい。
【０１３５】
　上記構成の包装箱Ａの使用方法について説明する。包装箱Ａを組み立てた状態では、図
１～図４に示す状態となり、底面部５０が略平板状となり、スリーブ状部５を構成する各
部材（正面部１０、左側面部２０、右側面部３０、背面部４０）における隣接する部材は
互いに直角となる。また、正面部１０と背面部４０とが互いに平行であり、左側面部２０
と右側面部３０とが互いに平行となる。
【０１３６】
　そして、包装箱Ａの上方から被収納物（商品）Ｇを収納する。なお、蓋部１１０、１４
０とフラップ部１２０、１３０はスリーブ状部５に対して予め上方に立設した状態になっ
ていて、包装箱Ａの上方が開口した状態になっているので、被収納物Ｇはそのまま包装箱
Ａの上方から収納すればよい。その後、フラップ部１２０、１３０を内側に折曲させると
ともに蓋部１１０、１４０を内側に折曲させて、蓋部１１０、１４０を閉状態とし、接着
テープＴを左側面部２０から上面を経て右側面部３０にまで接着させることにより、図１
２に示す状態とする。つまり、図１２に示す状態では、蓋部１１０、１４０が閉状態で固
定されている。
【０１３７】
　以上のようにして、蓋部１１０、１４０を閉状態にして被収納物を包装箱Ａに包装した
ら、被収納物Ｇを収納した包装箱Ａを被収納物Ａを陳列する場所に搬送する。
【０１３８】
　なお、被収納物を収納した包装箱Ａの搬送に際して、包装箱Ａを落下させた場合でも、
正面部１０に罫線Ｃ１１、Ｃ１２が設けられているので、落下の衝撃により罫線Ｃ１１、
Ｃ１２を介して正面部１０が折れ曲がり、罫線Ｃ１１、Ｃ１２を介して正面部１０が折れ
曲がる（外側から見て罫線Ｃ１１、Ｃ１２が山折りとなる）ことにより落下の衝撃を吸収
することから、正面部１０において周状に形成された切目線Ｋ１２（特に、切目線Ｋ１２
の中でも、底面側に近い切目線Ｋ１２ｄ）の破断を防止することができる。なお、罫線Ｃ
１１、Ｃ１２は正面部１０の内側の面に形成されているので、正面部１０は罫線Ｃ１１、
Ｃ１２を介して外側から見て山折りになりやすい。
【０１３９】
　なお、落下の態様により、罫線Ｃ１１と罫線Ｃ１２の２つの罫線を介して正面部１０が
折れ曲がることもあれば、２つの罫線のうちの一方を介して正面部１０が折れ曲がること
もある。すなわち、例えば、左側面側で下側の角部Ｒ１１を下側にして落下した場合には
、罫線Ｃ１１を介して正面部１０が折れ曲がり、右側面側で下側の角部Ｒ１２を下側にし
て落下した場合には、罫線Ｃ１２を介して正面部１０が折れ曲がり、角部Ｒ１１と角部Ｒ
１２を同じ高さにして落下した場合には、罫線Ｃ１１と罫線１２を介して正面部１０が折
れ曲がる。
【０１４０】
　すなわち、被収納物の重量が重い場合には、罫線Ｃ１１、Ｃ１２が設けられていないと
落下の衝撃が直接切目線Ｋ１２に伝わって、切目線Ｋ１２ｄが破断するおそれがあるが、
包装箱Ａには罫線Ｃ１１、Ｃ１２が設けられているので、そのようなおそれがない。
【０１４１】
　また、左側面部２０における底面部５０側で正面部１０側の角部を含む領域である角部
領域には、罫線が形成されておらず（例えば、包装箱Ａの展開状態において、折れ線Ｃ２
０を介して罫線Ｃ１１と線対称な罫線は設けられていない）、右側面部３０における底面
部５０側で正面部１０側の角部を含む領域である角部領域には、罫線が形成されておらず
（例えば、包装箱Ａの展開状態において、折れ線Ｃ３０を介して罫線Ｃ１２と線対称な罫
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線は設けられていない）、また、第１片部１６０における正面部１０側の角部を含む領域
である角部領域（つまり、左側面部２０側の角部領域と右側面部３０側の角部領域）には
、罫線が形成されておらず（例えば、包装箱Ａの展開状態において、正面部１０の下辺を
介して罫線Ｃ１１と線対称な罫線や罫線Ｃ１２と線対称な罫線は設けられていない）、こ
れにより、罫線Ｃ１１が設けられた角部や罫線Ｃ１２が設けられた角部の強度を維持する
ことができる。
【０１４２】
　つまり、罫線Ｃ１１、Ｃ１２以外に左側面部２０、右側面部３０、第１片部１６０の角
部領域に上記のような罫線が設けられている場合には、衝撃により角部（３面からなる角
部）は屈曲しやすくなるが、逆に、該角部が屈曲しやすいために切目線Ｋ１２が破断しや
すくなるという問題があり、本実施例の場合には、正面部１０の底面部５０側の角部のみ
に罫線が形成されているので、そのような問題がない。
【０１４３】
　包装箱Ａを陳列場所においては、開口蓋部１４を正面部１０から取り除くことにより、
図１３に示すように、収納された被収納物を確認することができる被収納物確認可能とす
ることができる。
【０１４４】
　すなわち、押し部１８を押して切目線Ｋ１４を破断し、切目線Ｋ１４を破断することに
より開口蓋部本体１６の上端に形成された半円状の切欠部に指を入れて、開口蓋部本体１
６の上端領域を下方の正面側にひっぱることにより、切目線Ｋ１２が破断し（切目線Ｋ１
２ａが破断し、次に、切目線Ｋ１２ｂ、１２ｃが破断し、次に、切目線Ｋ１２ｄが破断す
る）、開口蓋部本体１６が取り除かれる。押し部１８が枠状部１２に接続されている場合
には、押し部１８と枠状部１２間の切目線（切目線Ｋ１２ａの一部）を破断して、押し部
１８を取り除く。
【０１４５】
　以上のようにして、開口蓋部１４を正面部１０から取り除くことにより、正面部１０の
一部が開口されて開口部１９が形成され、包装箱Ａの内部に収納された被収納物を確認す
ることができる。このように、被収納物確認可能状態の使用態様としては、例えば、被収
納物を収納した複数の包装箱を積み上げた状態で、最上段以外の包装箱Ａについては、開
口蓋部１４を取り除いて被収納物確認可能状態とすることにより、収納された被収納物を
確認することができる。
【０１４６】
　次に、被収納物を陳列した状態とするには、以下に説明するように、包装箱Ａの上側構
成部Ａ－２を取り除く。なお、開口蓋部１４は予め取り除かれているものとする。
【０１４７】
　すなわち、背面部４０における押さえ部４４を押して押さえ部４４を折れ線Ｃ４１を介
して内側に回動させる。つまり、押さえ部４４を内側に押すことにより、切目線Ｋ４１が
破断し、押さえ部４４が折れ線Ｃ４１を介して回動する。すると、中央領域４６の下側に
指を入れるスペースが形成されるので、中央領域４６の下側に一方の手の指を挿入して、
中央領域４６の下端に指をひっかける。
【０１４８】
　その後、中央領域４６の下端を外側にひっぱることにより、左側領域４７及び右側領域
４８が中央領域４６側から徐々にひっぱられて、切目線Ｋ４２、Ｋ４３が破断する。中央
領域４６の下端を外側にひっぱった状態では、折れ線Ｃ４２、Ｃ４３は外側から見て山折
りの状態となる。つまり、左側領域４７が中央領域４６に対して折れ線Ｃ４２を介して内
側に折曲するとともに、右側領域４８が中央領域４６に対して折れ線Ｃ４３を介して内側
に折曲する。特に、折れ線Ｃ４２、Ｃ４３が設けられているので、左側領域４７の切目線
Ｋ４２に沿った辺部と右側領域４８の切目線Ｋ４３に沿った辺部が前後方向に傾斜しやす
く切目線Ｋ４２、Ｋ４３が容易となる。
【０１４９】
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　その後、中央領域４６の下端を外側にさらにひっぱることにより、切目線Ｋ２４におけ
る下左側面部２２と背面側領域２７間の部分の切目線Ｋ２４－１が背面側から破断してい
き、切目線Ｋ３４における下右側面部３２と背面側領域３７間の部分の切目線Ｋ３４－１
が背面側から破断していく（図１４参照）。
【０１５０】
　つまり、中央領域４６の下端を外側にひっぱることにより、背面側領域２７が折れ線Ｃ
２１を介して内側に回動して下左側面部２２と背面側領域２７とが横方向に離間しようと
するとともに、背面側領域３７が折れ線Ｃ３１を介して内側に回動して下右側面部３２と
背面側領域３７とが横方向に離間しようとして、切目線Ｋ２４－１、Ｋ３４－１が破断す
る。その際、背面側領域２７が折れ線Ｃ２１を介して内側に回動し（つまり、背面側領域
２７が正面側領域２６に対して折れ線Ｃ２１を介して内側に折曲する）、背面側領域３７
が折れ線Ｃ３１を介して内側に回動する（つまり、背面側領域３７が正面側領域３６に対
して折れ線Ｃ２１を介して内側に折曲する）ので、折れ線Ｃ２１と折れ線Ｃ３１は外側か
ら見て山折りの状態となる。特に、折れ線Ｃ２１、Ｃ３１が設けられているので、背面側
領域２７、３７が折れ線Ｃ２１、Ｃ３１を介して回動しやすく、切目線Ｋ２４－１、Ｋ３
４－１を破断しやすくすることができる。
【０１５１】
　なお、切目線Ｋ４２、Ｋ４３と切目線Ｋ２４－１、Ｋ３４－１は中央領域４６の下端を
外側にひっぱることにより破断されるので、実際には、中央領域４６の下端を外側にひっ
ぱるという１つの動作により、切目線Ｋ４２、Ｋ４３から切目線Ｋ２４－１、Ｋ３４－１
まで（切目線Ｋ２４－１、Ｋ３４－１の正面側の端部まで）を破断させることができる。
つまり、下背面部４２における一対の切目線Ｋ４４、Ｋ４６間の領域である押さえ部４４
を外側から押して、中央領域４６の下端に指をひっかけ、中央領域４６の下端を外側にひ
っぱることにより、右側領域４７と下背面部４２間の切目線Ｋ４２と左側領域４８と下背
面部４２間の切目線Ｋ４３とが破断し、上左側面部２５における折れ線Ｃ２１よりも背面
側の領域である背面側領域２７が折れ線Ｃ２１を介して内側に回動して切目線Ｋ２４－１
（切目線Ｋ２４における背面側領域２７と下左側面部２２間の切目線）が破断するととも
に、上右側面部３５における折れ線Ｃ３１よりも背面側の領域である背面側領域３７が折
れ線Ｃ３１を介して内側に回動して切目線Ｋ３４－１（切目線Ｋ３４における背面側領域
３７と下右側面部３２間の切目線）が破断する。破断の順序としては、中央領域４６の下
端を外側にひっぱることにより切目線Ｋ４２、Ｋ４３が内側から破断し、その後、切目線
Ｋ２４－１、Ｋ３４－１が背面側から破断する。
【０１５２】
　なお、切目線Ｋ２４－１、Ｋ３４－１を破断する際に、中央領域４６の下端を外側にさ
らにひっぱるとともに、中央領域４６を上方に引き上げる動作を行なうことにより、下左
側面部２２と背面側領域２７とが縦方向に離間しようとするとともに、下右側面部３２と
背面側領域３７とが縦方向に離間しようとするので、切目線Ｋ２４－１、Ｋ３４－１が破
断していく。つまり、横方向の離間動作のみならず縦方向の離間動作を得ることができる
ので、切目線Ｋ２４－１、Ｋ３４－１を破断しやすくすることができる。
【０１５３】
　その後、図１５に示すように、中央領域４６を持つ手を上方に引き上げることにより、
切目線Ｋ２４、Ｋ３４が正面側に向けて破断していく。つまり、切目線Ｋ２４における下
左側面部２２と正面側領域２６間の部分の切目線Ｋ２４－２と、切目線Ｋ３４における下
右側面部３２と正面側領域３６間の部分の切目線Ｋ３４－２とを正面側の端部位置まで破
断していく。その際、図１５に示すように、他方の手で下側構成部Ａ－１の背面側の箇所
を押さえた状態とするのが好ましい。つまり、左手で押さえる場合には、図１５に示すよ
うに、下背面部４２と下左側面部２２の角部の上端を押さえ、右手で押さえる場合（この
場合は、中央領域４６を左手で引き上げる）には、下背面部４２と下右側面部３２の角部
の上端を押さえる。
【０１５４】
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　切目線Ｋ２４は、切目線Ｋ２４－１と切目線Ｋ２４－２とから構成され、切目線Ｋ３４
は、切目線Ｋ３４－１と切目線Ｋ３４－２とから構成されている。
【０１５５】
　切目線Ｋ２４、Ｋ３４を正面側に破断していく際に、切目線Ｋ２４、Ｋ３４が正面側に
いくに従い上方となるように水平方向に対して傾斜して形成されているので、切目線Ｋ２
４、Ｋ３４を破断しやすくすることができる。つまり、切目線Ｋ２４、Ｋ３４が正面側に
向けて上方に形成されているので、上側構成部Ａ－２の背面側の端部を持ち上げる動作で
切目線Ｋ２４、Ｋ３４を破断でき、上側構成部Ａ－２の背面側の端部を持ち上げる動作は
力を入れやすく、また、破断箇所に掛かる力の方向が、切目線の破断方向に対する直角方
向よりも破断方向（切目線に沿った方向で、破断する側への方向）に傾斜している（破断
箇所に掛かる力の方向と破断方向とがなす角度が鋭角となる）ので、切目線をより破断し
やすくすることができる。つまり、破断箇所に掛かる力Ｆの方向を鉛直方向（水平方向に
対する直角方向）とすると（中央領域４６を上方に引き上げるので、破断箇所に掛かる力
Ｆの方向を鉛直方向（水平方向に対する直角方向）となる）、破断箇所に掛かる力Ｆの方
向と破断方向とがなす角度αは鋭角となり、図１８（ａ）に示すように、破断箇所に掛か
る力Ｆは、破断方向と直角方向の成分Ｆ１と、破断方向への成分Ｆ２とに分けられ、成分
Ｆ１のみならず成分Ｆ２が存在するので、破断が容易となる。この場合と比較して、切目
線の方向が水平方向の場合には、図１８（ｂ）のように、破断箇所に掛かる力Ｆの方向と
破断方向とがなす角度αが直角となり、破断方向に直角の力のみとなり、破断方向への力
の成分がないため、図１８（ａ）の場合に比べて破断が困難となる。また、切目線の方向
が破断方向に向けて下降している場合には、図１８（ｃ）のように、破断箇所に掛かる力
Ｆの方向と破断方向とがなす角度αが鈍角となり、破断箇所に掛かる力Ｆは、破断方向と
直角方向の成分Ｆ１と破断方向と反対方向の成分Ｆ２に分けられるため、図１８（ｂ）の
場合に比べてさらに破断が困難となる。なお、図１８においては、切目線を模式的に直線
により示している。
【０１５６】
　なお、切目線Ｋ４２における複数の切込み２１０の配設方向は、切目線Ｋ４１側から背
面部４０の左側面側の端部（切目線Ｋ２４側）にいくに従い上側となるように斜め上方に
傾斜しており、切目線Ｋ４３における複数の切込み２２０の配設方向は、切目線Ｋ４１側
から背面部４０の右側面側の端部にいくに従い上側となるように斜め上方に傾斜している
ので、切目線Ｋ２４、Ｋ３４の場合と同じ理由で破断しやすいといえる。つまり、中央領
域４６の下端を外側にひっぱることにより、中央領域４６は背面部４０の上辺を中心に回
動するので、中央領域４６の下端は上下方向では上側にひっぱられ、中央領域４６の下端
が上側にひっぱられるに伴い、左側領域４７と右側領域４８の下端も上側にひっぱられる
が、破断箇所に掛かる力の方向が、切目線の破断方向に対する直角方向よりも破断方向（
切目線に沿った方向で、破断する側への方向）に傾斜している（破断箇所に掛かる力の方
向と破断方向とがなす角度が鋭角となる）ので、切目線をより破断しやすくすることがで
きる。
【０１５７】
　切目線Ｋ２４、Ｋ３４の正面側の端部位置にまで破断したら、中央領域４６を正面側斜
め上方に引き上げることにより、上側構成部Ａ－２が切目線Ｋ２２、Ｋ３２の正面側の端
部位置を中心に回動しながら切目線Ｋ２２、Ｋ３２が破断されるので、その後、上側構成
部Ａ－２をさらに正面側（又は正面下側）にひっぱることにより、切目線Ｋ１５、Ｋ１６
が破断されて、上側構成部Ａ－２が下側構成部Ａ－１と分離される。
【０１５８】
　上側構成部Ａ－２を取り外した状態は、図１６、図１７に示すようになり、下側構成部
Ａ－１に被収納物Ｇが収納された状態となるので、この状態で、被収納物Ｇを陳列する。
以上のようにして、被収納物確認可能状態から被収納物陳列状態とすることができる。図
１６、図１７に示す状態が、被収納物陳列状態となる。
【０１５９】
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　なお、下正面部１２ａは、略Ｕ字状に形成され、左右両側を除く部分が低く形成されて
いるので、被収納物Ｇを正面側から視認しやすくなっている。また、下側構成部Ａ－１の
上方は開口しているので、被収納物Ｇを取り出す場合には、被収納物Ｇを上方に引き出し
て取り出せばよい。
【０１６０】
　なお、上記の説明では、開口蓋部１４を正面部１０から取り除いた状態で、上側構成部
Ａ－２を取り除くものとして説明したが、開口蓋部１４が正面部１０に設けられた状態で
上側構成部Ａ－２及び開口蓋部１４を取り除くようにしてもよい。
【０１６１】
　その場合も上記で説明した上側構成部Ａ－２を取り除く操作と同じ操作を行い、正面部
１０においては、上記のように切目線Ｋ１５、Ｋ１６を破断したら、上側構成部Ａ－２を
さらに正面側（又は正面下側）にひっぱることにより、切目線Ｋ１２ｂの切目線Ｋ１５よ
りも下側の部分と、切目線Ｋ１２ｃの切目線Ｋ１６よりも下側の部分と、切目線Ｋ１２ｄ
が破断して、上側構成部Ａ－２及び開口蓋部１４が取り除かれる。この場合には、正面部
１０における切目線Ｋ１２ｂの切目線Ｋ１５よりも上側の部分と、切目線Ｋ１２ｃの切目
線Ｋ１６よりも上側の部分と、切目線Ｋ１２ａは破断されていない。
【０１６２】
　なお、包装箱Ａでは、上側構成部Ａ－２を取り除くものであり、帯状のジッパーを取り
除く構成ではないため、帯状のジッパーが廃棄物として発生せず、上側構成部Ａ－２のみ
を廃棄すればよい。つまり、２本の平行な切目線を周状に形成して帯状のジッパーを設け
た構成の場合には、ジッパーの上側の部分とジッパー自体の２つの廃棄物が発生するが、
本実施例の場合には、廃棄物としては、上側構成部Ａ－２のみとすることができる。
【０１６３】
　以上のように、本実施例の包装箱Ａによれば、罫線Ｃ１１、Ｃ１２が設けられているの
で、被収納物を収納した包装箱Ａを落下させても切目線Ｋ１２（特に、切目線Ｋ１２ｄ）
が破断してしまうことがない。
【０１６４】
　また、押さえ部４４を押すことにより、中央領域４６の下側に指を入れるスペースが形
成されるので、包装箱Ａの上側構成部Ａ－２を取り除く際に、最初に指を引っ掛ける操作
を容易に行なうことができる。
【０１６５】
　また、上記のように、折れ線Ｃ４２、Ｃ４３が設けられているので、切目線Ｋ４２、Ｋ
４３の破断が容易であり、折れ線Ｃ２１、Ｃ３１が設けられているので、切目線Ｋ２４－
１、Ｋ３４－１の破断が容易となり、中央領域４６の下端を外側にひっぱるという１つの
動作により、切目線Ｋ４２、Ｋ４３から切目線Ｋ２４－１、Ｋ３４－１までを破断させる
ことができる。また、切目線Ｋ２４、Ｋ３４が正面側にいくに従い上方となるように水平
方向に対して傾斜して形成されているので、切目線Ｋ２４、Ｋ３４の破断が容易とするこ
とができる。以上のようにして、最初に指を引っ掛ける操作の後の切目線の切断を容易に
行なうことができる。
【０１６６】
　なお、罫線Ｃ１１、Ｃ１２の正面部１０の下辺に対する角度は略４５度であるとしたが
、これには限られず、罫線Ｃ１１は、正面部１０の下側で左側面側の角部に正面部１０の
下辺に対して傾斜して形成されていればよく、また、罫線Ｃ１２は、正面部１０の下側で
右側面側の角部に正面部１０の下辺に対して傾斜して形成されていればよい。
【０１６７】
　また、罫線Ｃ１１、Ｃ１２は正面部１０の下側の角部に設けられているとしたが、スリ
ーブ状部５における他の部材（左側面部２０、右側面部３０、背面部４０）にも設けるよ
うにしてもよい。すなわち、上記の例とは異なり、切目線Ｋ５が底面部５０の近くに形成
された構成の場合には、罫線Ｃ１１、Ｃ１２と同様の構成の罫線を形成することにより、
包装箱Ａを落下させた場合に、切目線Ｋ５の破断を防止することができる。
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【０１６８】
　また、上記の説明において、切目線Ｋ２４は、背面側から正面側にいくに従い上方とな
るように直線状に形成されているとしたが、背面側から正面側にいくに従い上方となるよ
うに曲線状に形成してもよく（例えば、正面側に向けて傾斜角度が大きくなるように円弧
状に形成する）、同様に、切目線Ｋ３４は、背面側から正面側にいくに従い上方となるよ
うに直線状に形成されているとしたが、背面側から正面側にいくに従い上方となるように
曲線状に形成してもよい（例えば、正面側に向けて傾斜角度が大きくなるように円弧状に
形成する）。
【０１６９】
　また、切目線Ｋ２４は直線状に形成されているとしたが、切目線Ｋ２４－１と切目線Ｋ
２４－２の境界位置（折れ線Ｃ２１の切目線Ｋ２４側の端部位置）で屈曲した構成として
もよく、切目線Ｋ２４－１は、背面側から正面側にいくに従い上方となる構成でなくても
よく、例えば、切目線Ｋ２４－１を水平方向に形成してもよい。同様に、切目線Ｋ３４は
直線状に形成されているとしたが、切目線Ｋ３４－１と切目線Ｋ３４－２の境界位置（折
れ線Ｃ３１の切目線Ｋ３４側の端部位置）で屈曲した構成としてもよく、切目線Ｋ３４－
１は、背面側から正面側にいくに従い上方となる構成でなくてもよく、例えば、切目線Ｋ
３４－１を水平方向に形成してもよい。なお、この点を実施例２の切目線Ｋ２４’、Ｋ３
４’に適用してもよい。
【０１７０】
　また、切目線Ｋ４２、Ｋ４３は背面部４０の外側にいくほど上側となるように傾斜して
形成されているとしたが、水平方向（背面部４０の下辺と平行な方向）に形成してもよい
。なお、この点を実施例２の切目線Ｋ４２’、Ｋ４３’に適用してもよい。
【０１７１】
　また、切目線Ｋ２０は、切目線Ｋ２２と切目線Ｋ２４とを有しているが、切目線Ｋ２２
の代わりに切目線Ｋ２４を左側面部２０の正面側の端部にまで延長させた構成としてもよ
く、切目線Ｋ３０は、切目線Ｋ３２と切目線Ｋ３４とを有しているが、切目線Ｋ３２の代
わりに切目線Ｋ３４を右側面部３０の正面側の端部にまで延長させた構成としてもよい。
つまり、切目線Ｋ２０が左側面部２０の背面側の端部から正面側の端部にまで正面側にい
くほど上側となるように形成され、切目線Ｋ３０が右側面部３０の背面側の端部から正面
側の端部にまで正面側にいくほど上側となるように形成されるようにしてもよい。その場
合には、切目線Ｋ２０、Ｋ３０が直線状としてもよく曲線状としてもよい。
【０１７２】
　また、上記の説明は、スリーブ状部５が、右側面部３０、正面部１０、左側面部２０、
背面部４０の順に折れ線を介して連設され、右側面部３０と背面部４０間に糊代部４９が
設けられているが、これには限られず、糊代部の位置は、スリーブ状部５を構成する互い
に隣接する部材間の任意の位置であればよい。
【０１７３】
　また、スリーブ状部５は、４つの部材が折れ線を介して順に連設された構成であるとし
たが、これには限られず、方形状の底面部の各辺から折れ線を介して連設され、スリーブ
状部を構成する各部における互いに隣接する部材は糊代部等により接続することにより全
体としてスリーブ状を形成するものとしてもよい。
【０１７４】
　また、上記の説明では、切目線Ｋ５を構成する切込みが、主として略への字状の切込み
２１０と切込み２１０と線対称の切込み２２０であるとしたが、切目線Ｋ５を構成する切
込みを他の形状の切込みとしてもよい。
【０１７５】
　また、上記の説明においては、スリーブ状部５には４つの側面部（正面部１０、左側面
部２０、右側面部３０、背面部４０）が設けられているとしたが、側面部の数はこれには
限られず、スリーブ状部は、３つ以上の側面部を有するスリーブ状であればよい。
【符号の説明】
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【０１７６】
　Ａ　包装箱
　５　スリーブ状部
　１０　正面部
　１２　枠状部
　１２ａ　下正面部
　１２ｂ　上正面部
　１４　開口蓋部
　１６　開口蓋部本体
　１８　押し部
　１９　開口部
　２０　左側面部
　２２　下左側面部
　２５　上左側面部
　２６、３６　正面側領域
　２７、３７　背面側領域
　３０　右側面部
　３２　下右側面部
　３５　上右側面部
　４０　背面部
　４２　下背面部
　４３　下背面部本体
　４４　押し部
　４５　上背面部
　４６　中央領域
　４７　右側領域
　４８　左側領域
　５０　底面部
　１１０、１４０　蓋部
　１２０、１３０　フラップ部
　２１０、２２０　切込み
　Ａ－１　下側構成部
　Ａ－２　上側構成部
　Ｋ５、Ｋ１０、Ｋ１２、Ｋ１４、Ｋ１５、Ｋ１６、Ｋ２０、Ｋ２２、Ｋ２４、Ｋ２４－
１、Ｋ２４－２、Ｋ３０、Ｋ３２、Ｋ３４、Ｋ３４－１、Ｋ３４－２、Ｋ４０、Ｋ４１、
Ｋ４２、Ｋ４３、Ｋ４４、Ｋ４５　切目線
　Ｃ１１、Ｃ１２　罫線
　Ｃ２１、Ｃ３１、Ｃ４１、Ｃ４２、Ｃ４３　折れ線
　ＫＲ１１、ＫＲ１２　角部領域
　Ｐ１１、Ｐ１２、Ｑ１１、Ｑ１２　途中位置
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